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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2004-007548
2004/01/15

生体内遺伝子発現検
出用組成物

国立大学法人
福井大学

  C12N  15/09,
  C07K  14/72,
  C12Q   1/02 ,
//C12N   5/10

【課題】近年、胚性幹細胞や組織幹細胞の発見とその
培養細胞株の樹立、さらに特定細胞への分化誘導条
件の相次ぐ開発に伴い、再生医療における胚性幹細
胞を用いた細胞移植治療が現実のものとなりつつあ
り、遺伝子治療も実際の臨床治療の選択の一つとして
確立されてきた感があるが、多くの場合取り出して調
べる他に正確に把握する術を持たないのが現状であ
り、細胞移植治療における機能性細胞もしくはES細胞
等の生死判別や、遺伝子治療における治療遺伝子の
発現モニタリングなどの方法として、インビボ遺伝子発
現検出システムの開発が切望されていた。【解決手
段】天然エストロゲンとの結合能を有しない変異型エス
トロゲン・レセプターをコードする遺伝子（Ｍｅｒ）をレ
ポーター遺伝子として組み込んだプラスミドを有する形
質転換細胞が発現して産生するＭｅｒ蛋白と選択的に
結合する合成ステロイド誘導体を含んでなるＭｅｒ蛋白
により非侵襲的に生体内遺伝子の発現検出が可能と
なった。【選択図】なし

2004-007549
2004/01/15

レポーター遺伝子を組
み込んだベクター

国立大学法人
福井大学

  C12N  15/09,
  C07K  14/72,
//C12N   5/10

【課題】従来のルシフェラーゼやGFPなどのレポーター
ジーンを用いるシステムでは小動物や体表部での遺
伝子発現のモニタリングは可能であるが、体深部での
遺伝子発現のモニタリングは検出感度、定量性が不十
分となるため難しく、安全性、定量性に優れて、人体に
も適用可能な遺伝子発現のモニタリングシステムの開
発が望まれていた。【解決手段】レポータージーンとそ
れを検出するPETトレーサーの組み合わせとして、野
生型および変異型エストロゲンレセプターのリガンド結
合領域をレポーターとして、エストロゲンレセプターリガ
ンド結合領域と親和性を持つF-18で標識したエストロ
ゲンやエストロゲンアゴニストまたはアンタゴニストをト
レーサーとして、生体内での目的遺伝子の発現を体外
より非侵襲的にモニタリングすることにより、上記課題
を解決した。【選択図】なし

2005-095832
2005/03/29

サイトカイン産生ヒト細
胞株

国立大学法人
福井大学

  C12N   5/06 【課題】炎症性サイトカインと、この炎症性サイトカイン
と協調して作用するケモカインとを、自立的に産生する
細胞株を提供する。【解決手段】ヒト胸腺癌細胞から樹
立したヒト細胞株であって、少なくとも炎症性サイトカイ
ンIL-6、ケモカインIL-8およびケモカインrantesを自立
的に産生する。【選択図】図2

2005-219695
2005/07/28

腸管機能亢進剤とこれ
を用いた壊死性腸炎の
治療または予防方法

国立大学法人
福井大学

  A61K  38/00 ,
  A61K   9/107,
  A61K  47/12,
  A61P   1/04

【課題】腸管機能（腸管成熟）を亢進させ、壊死性腸
炎、特に、未熟児における腸管の未熟性に起因する壊
死性腸炎を効率良く防止して治療効果を発揮すること
ができる、新しい腸管機能亢進剤を提供する。【解決
手段】腸管成熟を亢進する機能を有する肺サーファク
タントを有効成分として含有すること。【選択図】なし

2006-355264
2006/12/28

組織再生用組成物及
びそれを用いたスキャ
フォールド

国立大学法人
福井大学

  A61L  27/00,
  A61L  15/16

【課題】生体適合性に優れ、安全にかつ早期に組織再
生が可能な組織再生用組成物を提供すること。【解決
手段】本発明の組織再生用組成物は、キトサン及びセ
リシンを含有することを特徴とする。これにより、良好な
生体適合性を有し、細胞増殖性や細胞分化能に優れ
ることから、安全にかつ早期に組織再生をすることが
可能になる。したがって、皮膚、血管、神経、骨、軟骨、
食道、弁、その他臓器等の再生のために直接使用す
ることが可能であり、例えば、組織培養におけるスキャ
フォールドとして使用することができる。【選択図】なし
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2006-355381
2006/12/28

キトサン／セリシン複合
体ナノファイバー及びそ
の人工皮膚への利用

国立大学法人
福井大学

  D01F   9/00,
  A61L  15/64,
  A61L  27/00,
  D01F   4/00,
  D04H   1/42,
  D04H   1/72,
  D01F   6/50

【課題】優れた人口皮膚の提供【解決手段】キトサンと
セリシンの複合体を含む平均直径が５０～５００ｎｍの
繊維を、電界紡糸法によって調製する。その繊維マット
は、人口皮膚、創傷被覆材などとして、また、皮膚、毛
管、軟骨、骨などの各種臓器再生のための足場などの
医療用材料として有用である。【選択図】なし

2007-069284
2007/03/16

培地添加因子 国立大学法人
福井大学

  C12N   5/071 【課題】動物細胞培養に有用な培地添加因子の提供
【解決手段】フルクタンを有効成分として含有する、培
地添加因子；該培地添加因子を含む、培養用培地；動
物細胞を該培地添加因子を含む培養用培地で培養す
ることを特徴とする、動物細胞の培養方法。フルクタン
としては、特にラッキョウ、ニンニク、タマネギなどの植
物の根または根茎由来のフルクタンが好適に用いられ
得る。【選択図】なし

2007-201235
2007/08/01

冬虫夏草の突然変異
体及びその変異体の培
養法

国立大学法人
福井大学,
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  C12N   1/14,
  C12P   1/02,
  C12P  19/38,
//A61P  31/04,
  A61P  35/00,
  A01N  65/00

【課題】冬虫夏草の変異株の製造方法、及びそれを利
用してコルジセピンを高生産する方法の提供。【解決
手段】冬虫夏草の菌糸体に高エネルギーのイオンビー
ムを照射し、当該照射処理を行った菌糸体の中から親
株と菌学的性質、特に生理活性物質の生産能の異な
る変異株を選抜する。さらにその中から、有効成分コ
ルジセピンを高効率で生産する変異株を選抜し、得ら
れた高生産株を、最適条件下で培養することで、コル
ジセピンの高生産を可能とする方法。【選択図】なし

2009-098098
2009/04/14

生体電気信号測定用セ
ンサ及びその製造方法

独立行政法人
国立高等専門
学校機構,
国立大学法人
福井大学

  A61B   5/0408 【課題】脳波測定と並行してＸ線ＣＴやＭＲＩによる撮像
を行っても、アーチファクトが写りこまない鮮明な画像
を得ることができ、かつ、安価で使い捨てが可能で、更
に、被験者への肉体的負担が少ない生体電気信号測
定用センサを提供する。【解決手段】生体から発した電
気信号を検出する電極素子を備えているセンサであっ
て、前記電極素子が、カーボンナノチューブがマトリッ
クス樹脂中に分散されてなる樹脂組成物からなるよう
にした。【選択図】図１

2010-079150
2010/03/30

放射線障害防護剤 国立大学法人
福井大学

  A61K  33/26,
  A61P   7/00

【課題】放射線被ばくや放射線療法に伴う障害を予防
または治療し、生存率を上げる医薬を提供することで
ある。【解決手段】ニトロプルシドまたはその薬理学的
に許容される塩を含有する、放射線障害防護剤。【選
択図】なし

2010-272436
2010/12/07

生体由来分子その他の
含水性有機高分子を含
む試料の変化評価方
法及びこの方法に用い
られるマイクロ波空洞
共振器

国立大学法人
福井大学

  G01N  22/02,
  G01N  22/00

【課題】含水性試料の構造の変化を、前処理や試薬を
必要としない簡単な方法で短時間かつ正確に行うこと
ができる変化評価方法を提供する。【解決手段】生体
由来分子その他の含水性有機高分子を含む試料にマ
イクロ波を照射し、このマイクロ波を吸収した前記試料
のマイクロ波誘電吸収挙動を検出することで、前記試
料の構造の変化を評価する変化評価方法であって、Ｌ
バンド～Ｓバンド周波数帯のマイクロ波を発生させるマ
イクロ波発生源を準備し、このマイクロ波発生源から照
射されたマイクロ波により発生する電場の中心に前記
試料を配置し、前記試料がマイクロ波を吸収すること
によるマイクロ波誘電吸収挙動を検出する方法とし
た。【選択図】図２
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2010-85680
2010/04/02

植物工場照明装置 公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

F21V  33/00
F21S  11/00
F21V   8/00
F21V  23/00
A01G   7/00
F21Y 101/02
F21Y 103/00

【課題】  人工光照明システムと自然エネルギーを利用
した太陽光照明システムとの併用により省エネルギー
化を図ることができる植物工場照明装置を提供するこ
と。
【解決手段】  植物工場Ｆの外部に配置され、太陽光の
集光器11を備えた太陽光採光部１と；同じく前記植物
工場Ｆの外部に配置され、人工光源21を備えた人工光
採光部２と；石英系光ファイバが使用され、かつ、前記
太陽光採光部１および人工光採光部２に配置された入
射端部31で受光した光を配線先である植物工場Ｆの栽
培室Ｃ内に導入可能な光伝送ライン３と；前記植物工
場Ｆの栽培室Ｃ内の植物近傍に設けられ、前記光伝送
ライン３の出射端部32が配置されて伝送された光を植
物Ｐに照射可能な室内照明部４とを含んで構成した。

2011-048342
2011/03/04

二本鎖核酸の製造方
法

国立大学法人
福井大学

  C12N  15/09 【課題】染色体上の標的部位又は標的領域に目的とす
る配列のみが挿入された形質転換体を簡便に作製す
るための手段を提供すること。【解決手段】本発明は、
相同的組換えによって、染色体上の標的部位又は標
的領域に、第一の目的ヌクレオチド配列、選択マー
カー及び第二の目的ヌクレオチド配列を挿入する活性
を有する二本鎖核酸の製造方法であって、選択マー
カー及び目的のヌクレオチド配列を含む１つの環状ＤＮ
Ａを鋳型として、２種類のプライマーを用いてセンス鎖
及びアンチセンス鎖を別々に合成すること、それらを混
合し、二本鎖核酸を増幅することを含む、二本鎖核酸
の製造方法、当該方法に用いるキット、並びに当該方
法により二本鎖核酸を製造することを含む形質転換体
の製造方法を提供する。【選択図】なし

2011-073353
2011/03/29

アポトーシス誘導剤 国立大学法人
福井大学

  A61K
31/7072,
  A61K  51/00 ,
  A61P  35/00,
//C07H  19/173

【課題】内照射治療によって細胞増殖性の疾患を治療
するために有用な、アポトーシスを誘発する放射性薬
剤を提供する。【解決手段】式（Ｉ）（式中、Ｒ１は水素又
はＣ１－６アルキル基を示し、Ｒ２およびＲ３は、それぞ
れ独立して水素、ヒドロキシルまたはハロゲン置換基
を示す）で表されるアポトーシス誘導剤。【選択図】なし

2011-262995
2011/11/30

コルジセピンの製造お
よび精製方法

国立大学法人
福井大学

  C12P  19/40,
  C12P   1/02 ,
  C12N   1/14

【課題】高純度のコルジセピンを簡便にかつ効率よく製
造する方法を提供する。また、コルジセピンを簡便にか
つ高回収率で分離精製する方法を提供する。【解決手
段】ろ過滅菌した培養液を用いて冬虫夏草を培養する
ことにより、培養液中に高濃度でコルジセピンを産生さ
せる。また、得られた培養液から分離した培養上清よ
り、温度変化やｐＨ変化による晶析により、コルジセピ
ンを高純度かつ高回収率で分離精製する。【選択図】
なし
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2012-224580
2012/10/09

ＣＯ２ガス濃縮装置、及
びＣＯ２ガス濃縮方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

A01G  7/02
B01D  53/047

【課題】  外気中のＣＯ2ガスを濃縮して植物工場や園
芸用温室等に効率良く供給することができ、しかも、装
置コストを安価に抑えられる上に、電気代やメンテナン
スにかかるランニングコストも低減できるＣＯ2濃縮装
置、及びこの装置を利用したＣＯ2ガス濃縮方法を提供
すること。
【解決手段】  ＣＯ2ガス濃縮用の第一圧力容器１と；こ
の第一圧力容器１に接続された空気貯蔵用の第二圧
力容器２と；前記第一圧力容器１と植物栽培室Ｒの間
に配置され、更に駆動源として電動モータＭが内蔵さ
れて、外気を吸気部31から第一圧力容器１及び第二
圧力容器２に圧送可能である一方、各圧力容器１・２
内に貯蔵された圧縮ガスを植物栽培室Ｒまたは排気
部32に移送する際には、電動モータＭが発電機Ｇとし
て作動するエネルギー回生式のエアコンプレッサ３と
からＣＯ2濃縮装置を構成した。

2012-289219
2012/12/29

植物育成のための光制
御装置、光制御方法、
光制御プログラム及び
光制御のためのデータ
収集装置

504145320
国立大学法人
福井大学,
397022885
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  A01G   7/00 【課題】自然光のように変化する外部光との併用が可
能で、植物の育成条件に適した光形態形成が可能な
光制御装置を提供する。【解決手段】植物に光を照射
することで植物の成長を促進させる植物育成のための
光制御装置１において、植物に照射される光の分光放
射強度を検出する光検出部１１と、植物に応じて予め
準備された光制御モデルを記憶し、光検出部によって
検出された分光放射強度と光制御モデルの算出結果
とから不足分の分光放射強度を求める制御部１３と、
この制御部１３からの指令信号に基づいて、不足分の
分光放射強度を補光する補光部１２とを有し、補光部１
２によって補光された光の分光放射強度を光検出部１
１で検出し、検出された結果を制御部１３にフィードバッ
クするように構成した。【選択図】図３

2013-060747
2013/03/22

造血又は腸管放射線
障害防護剤

国立大学法人
福井大学

  A61K  33/26,
  A61P   1/00 ,
  A61P  43/00,
  A61P  39/00

【課題】ニトロプルシドが放射線障害を防護する作用機
序を解明し、その作用機序に基づき、ニトロプルシドの
新たな用途を提供すること。【解決手段】ニトロプルシド
またはその薬理学的に許容される塩を含有する、放射
線誘発小腸幹細胞アポトーシス抑制剤。ニトロプルシ
ドまたはその薬理学的に許容される塩を含有する、放
射線により減少した造血幹細胞数及び／又は造血前
駆細胞数の回復を促進するための剤。【選択図】なし

2013-108792
2013/05/23

プローブ修飾ナノ粒子
を用いた有害微生物の
高感度バイオセンシン
グシステム

国立大学法人
福井大学

  C12Q   1/68,
  C12N  15/09,
  C12Q   1/04,
  C12Q   1/32,
  G01N  33/53,
  G01N  33/569,
  G01N  33/483,
  G01N  27/00

【課題】従来法に比して迅速かつ簡便な有害微生物の
高感度バイオセンシング技術を提供すること。【解決手
段】第１のプローブが表面に担持されておりかつ磁性
を有する第１の粒子と、第２のプローブおよび電気化
学的活性物質が表面に担持されている金属ナノ粒子
からなる第２の粒子とを使用し、標的微生物のＤＮＡを
該２つのプローブとハイブリダイズさせて、該ＤＮＡを介
して第１の粒子および第２の粒子が連結された複合体
を形成させる。複合体を磁気的相互作用を利用して回
収し、回収した複合体を電気化学測定に供して電気化
学的活性物質を検出する。【選択図】なし
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2013-155692
2013/07/26

脂質平面膜を形成する
ための貫通孔を有する
ガラス基板、およびそ
の製造方法と用途

国立大学法人
福井大学

  C03C  19/00,
  G01N  33/68

【課題】長時間安定で、高電位負荷に対する高い耐性
を有し、かつ小面積の脂質平面膜を誰にでも確実に形
成できる脂質平面膜形成用のガラス基板を提供する。
【解決手段】ガラス基板１の一方の主面１ａに、該面を
覆う耐ブラスト性のレジスト層２を設け、該レジスト層２
には、ガラス基板素材に形成すべき貫通孔１ｈの位置
に開口部２ｈが設けられ、ガラス基板１に対して、レジ
スト層２の上から投射材を吹き付けるショットブラストを
行い、該ガラス基板１に対して該レジスト層２の開口部
２ｈの位置に脂質平面膜形成用の貫通孔１ｈを形成
し、かつ好ましくはショットブラスト工程よりも後に、該貫
通孔１ｈの開口の周囲に対して高電圧パルス放電処
理を施し、それにより、ショットブラストに起因して該貫
通孔の開口の周囲に生じていたバリを除去し、バリを
除去する工程よりも後に、ガラス基板１の該貫通孔１ｈ
の開口の周囲を疎水性材料で被覆する。【選択図】図
１

2013-264454
2013/12/20

愛着障害治療剤 国立大学法人
福井大学

  A61K  38/11,
  A61P  25/14,
  A61K   9/08,
  A61K   9/12

【課題】本発明は、愛着障害に適用できる、長期投与を
しても安全で、服用が簡便な治療剤を提供する。【解決
手段】オキシトシンを有効成分として含有する愛着障
害治療剤。【選択図】図２

2013-264455
2013/12/20

愛着障害の判定方法 国立大学法人
福井大学

  A61B   5/055 【課題】本発明は、愛着障害を非侵襲的に判定する方
法を提供する。【解決手段】被験者に報酬系の刺激を
行い、機能的磁気共鳴画像法による被験者の脳画像
を解析し、脳内部位の賦活度の変化から愛着障害を
判定する方法。【選択図】図１

2013-273140
2013/12/27

抗ＰＲＯＫ１抗体及び抗
ＶＥＧＦ抗体併用による
大腸癌の治療

国立大学法人
福井大学

  A61K  39/395,
  A61P  35/00,
  A61P  35/04,
  A61K
31/4745,
  A61K  31/513,
  A61K  31/282,
  A61P  43/00

【課題】切除不能な進行再発大腸癌の新規治療手段を
提供する。【解決手段】抗PROK1抗体と抗VEGF抗体と
を組み合わせてなる、大腸癌の治療剤。イリノテカン、
セツキシマブ、5-フルオロウラシル、オキサリプラチン
及びパニツムマブから選択される少なくとも１種の抗癌
剤を、さらに組み合わせてなる、該治療剤。【選択図】
なし

2014-022373
2014/02/07

循環動態監視装置 国立大学法人
福井大学

  A61B   5/02 【課題】循環動態の指標となる左心室－大動脈カップリ
ングＥｅｓ／Ｅａを、非侵襲的かつ従来技術よりも簡便
かつ正確に算出することができる循環動態監視装置を
提供する。【解決手段】当該装置が有する左心室－大
動脈カップリング算出手段により、該手段において予
め設定された関係に基づいて、前駆出期間と、駆出期
間と、動脈拡張期血圧と、平均血圧とから、左心室－
大動脈カップリングを算出する。【選択図】図２
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2014-117111
2014/06/05

心拍状態解析装置 国立大学法人
福井大学

  A61B   5/0245
,
  A61B   5/0255

【課題】本発明は、音声信号波形をリアルタイムで処理
する技術を用いて胎児の心音信号に基づいて心拍状
態をリアルタイムで解析することができる心拍状態解
析装置を提供することを目的とする。【解決手段】人体
に取り付けられた接触検知センサ１３及び１４において
体内に向かって送信された超音波信号を反射させて
検知された心拍状態に関する検知信号を取得する検
知処理部１００と、取得された検知信号の振幅データに
基づいて処理して検知信号の周期をリアルタイムで求
める心音処理部１０１と、求められた検知信号の周期
を高速フーリエ変換により処理してリアルタイムで周波
数解析する心音解析部１０２とを備えている。【選択図】
図１

2014-149007
2014/07/22

子宮肉腫転移モデル動
物

国立大学法人
福井大学

  A01K  67/027,
  C12N   5/09,
  C12N   5/10,
  C12N  15/65,
  C12Q   1/04,
  C12Q   1/6837,
  C12N  15/09,
  G01N  33/15,
  G01N  33/50,
  G01N  37/00,
  G01T   1/161

【課題】本発明は、子宮の原発巣と転移巣を同時に有
している子宮肉腫転移モデル動物を短期間で簡便に
作製できる方法を提供する。本発明はまた、該方法に
より得られるモデル動物、薬剤のスクリーニングおよび
療法の有効性の評価のための該モデル動物の用途、
子宮肉腫由来の高転移株の樹立方法、上記作製方法
のために有用な単離された細胞、なども提供する。【解
決手段】（ａ）子宮肉腫に由来する転移性かつ造腫瘍性
の細胞をレシピエントの免疫不全非ヒト哺乳動物に移
植する工程、（ｂ）該レシピエント動物において腫瘍を形
成させ、該形成された腫瘍を切除して腫瘍片を得る工
程、（ｃ）該モデル動物となるべき免疫不全非ヒト哺乳
動物の子宮筋層に該腫瘍片を移植する工程を含み、
該移植された腫瘍片が、該動物において子宮筋層中
の原発腫瘍巣および標的臓器中の転移巣を形成す
る、前記方法、など。【選択図】なし

2014-247849
2014/12/08

導電性炭素材料への
分子識別機能を有する
生体分子の固定化方
法

国立大学法人
福井大学

  C12N  11/02,
  C12N  11/14,
  H01M   4/90,
  C07K  17/14,
  G01N  27/327,
//G01N
33/551,
  C12M   1/40,
  H01M   8/16,
  H01M   4/96

【課題】本発明は、導電性炭素材料に対して分子識別
機能を有する生体分子を所定の配向性を有するように
固定して高性能の複合素子を得ることができる生体分
子の固定化方法を提供することを目的とする。【解決
手段】本発明では、導電性炭素材料の表面にピレン誘
導体を付着させて導電性炭素材料が分散した分散液
を調製し、分散液中において導電性炭素材料に付着し
たピレン誘導体に対して配位子を結合させて配位子に
金属イオンを担持する金属錯体を生成し、ヒスチジン
残基が付加された生体分子を分散液中に投入してヒ
スチジン残基を金属イオンと結合させて導電性炭素材
料の表面において生体分子を所定の配向性を有する
ように固定化する。【選択図】図１

2015-099500
2015/05/14

自閉スペクトラム症へ
の治療効果予測のため
の検査方法

国立大学法人
福井大学

  C12Q   1/6827,
  C12Q   1/6876,
//C12N  15/09

【課題】自閉スペクトラム症に対する薬剤の治療効果を
治療開始前に予測する方法を提供する。【解決手段】
被験者のrs2268490のアリルプロファイルを確認するこ
とによる。具体的には、１）被験者から取得した検体か
ら核酸を抽出する工程；及び２）抽出した核酸につい
て、rs2268490のアリルプロファイルを確認する工程に
よる。rs2268490のアリルプロファイルにシトシン（C）を
含まないことで、自閉スペクトラム症における薬剤投
与、具体的にはオキシトシン（OXT）投与による治療効
果を予測することができ、治療開始前に有効で安全な
治療方針を提供することができる。【選択図】図３
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2015-132440
2015/07/01

自閉スペクトラム症診
断補助のための医療用
画像処理方法及び医
療用画像処理システム
並びにバイオマーカー

国立大学法人
福井大学

  A61B   5/055 【課題】短時間かつ客観的に自閉スペクトラム症
（ASD）の診断補助のための医療用画像処理方法及び
画像処理システムを提供するし、更には自閉スペクト
ラム症の診断補助のためのバイオマーカーを提供す
る。【解決手段】脳内の複数箇所の関心領域（ROI）に
ついて、少なくとも４箇所以上の領域における脳活動を
示す信号を定型発達者の信号と比較することで、客観
的かつ簡便に自閉スペクトラム症を判別可能となる。
被験者より得られるROI1（右紡錘状回）、ROI2（左舌状
回）、ROI3（右舌状回）、ROI4（中部帯状回）、ROI5（右
舌状回）、ROI6（左下前頭回）、ROI7（左後部帯状回）
から選択される少なくとも４箇所に含まれる関心領域
（ROI）から取得される信号（Ａ）と、定型発達者につい
て前記と同じ各ROIについて予め取得された脳活動を
示す信号（Ｂ）を比較分析することによる。【選択図】図
４

2015-152893
2015/07/31

子宮肉腫検出用血液
マーカー、子宮肉腫検
出用キット、および、子
宮肉腫診断のための
データの取得方法

国立大学法人
福井大学

  G01N  33/68 ,
  G01N  33/574,
  C07K  14/47

【課題】子宮肉腫検出用マーカー、子宮肉腫検出用
キット、および、子宮肉腫診断のためのデータの取得
方法を提供する。【解決手段】オステオポンチン蛋白
質、プログラニュリン蛋白質、および、ミッドカイン蛋白
質からなる群より選択される少なくとも１つの蛋白質を
含んでいる子宮肉腫検出用マーカーを用いる。【選択
図】なし

2017-024485
2017/02/13

生体信号処理装置、生
体信号処理システム、
および制御プログラム

504145320
国立大学法人
福井大学,
390013815
学校法人金井
学園

  A61B   5/372,
  A61B   5/024

【課題】従来よりも正確に個体の評価を行う。【解決手
段】生体信号処理装置（１０）は、１つの被験者（Ｈ）から
同時に測定された２つの生体信号のデータを取得する
データ取得部（１１）と、上記２つのデータから上記生体
信号の位相成分の差分を生成する位相差分生成部
（１３）と、上記差分に対してフラクタル解析を行い所定
の指標値を算出するフラクタル解析部（１４）と、を備え
る。【選択図】図１

2017-039071
2017/03/02

ストレス評価装置およ
びストレス状態の評価
方法

国立大学法人
福井大学

  A61B   5/055,
//A61B   5/16 ,
  A61B  10/00

【課題】脳活動信号から対象者の抑うつ気分といったス
トレス状態を客観的・定量的に計測可能なストレス評
価装置を提供する【解決手段】感情に関連する情報を
推測する第一課題と感情に関連しない情報を推測す
る第二課題の遂行に対する脳活動反応信号を計測
し、その差分を解析することで、対象者の抑うつ気分と
いったストレス状態を客観的・定量的に計測することが
できる。このようなストレス状態を反映する脳活動信号
は、社会能力関連の課題の成績が低下する前に生起
する準臨床域の変化をとらえることができる。また、臨
床域のうつ病などが発症する前の予防的観点から有
用である。【選択図】図１

2017-055092
2017/03/21

抗酸化剤および腎障害
処置剤

国立大学法人
福井大学

  A61K  38/17,
  A61P  39/06,
  A61P  13/12,
  A61P   9/10,
  A61P  11/00,
  A61P  31/04,
//C07K  14/47

【課題】新規な抗酸化剤および新規な腎障害処置剤を
提供する。【解決手段】本発明の一実施形態に係る抗
酸化剤または腎障害処置剤は、ＦＳＰ１タンパク質、ま
たは、上記ＦＳＰ１タンパク質の発現ベクターを含有して
いる。【選択図】図１
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2017-063796
2017/03/28

脂質二重膜形成装置、
脂質二重膜形成方法、
および評価システム

国立大学法人
福井大学

  B01J  19/00,
  B01J  13/02,
  A61K   9/127

【課題】簡便に脂質二重膜を形成するための装置およ
び方法、並びに、当該装置を含む評価システムを提供
する。【解決手段】油が収容される第１収容部と、第１
収容部の底部に設けられ、脂質一重膜にて覆われた
液滴を収容するための複数の第２収容部と、を備え、
第１収容部の内側面は第２収容部へ向かって収束した
形状であり、複数の第２収容部は、第２収容部内に収
容された液滴同士が接触するように配置されている、
脂質二重膜形成装置を用いる。【選択図】図１

2017-119108
2017/06/16

白内障の誘導方法、白
内障のモデル生物、白
内障の予防剤ならびに
治療剤のスクリーニン
グ方法、および、白内
障誘導剤

国立大学法人
福井大学

  C12N  15/01,
  G01N  33/15,
  G01N  33/50 ,
  A01K  67/027

【課題】従来とは異なる糖尿病の発症モデルを開発す
るとともに、当該発症モデルを利用した技術を提供す
ることを目的とする。【解決手段】水晶体のＤＮＡに損傷
を与えることによって、白内障を誘導する。【選択図】な
し

2017-138971
2017/07/18

麻酔補助プログラム、
麻酔補助装置、麻酔補
助システム及び麻酔補
助方法

国立大学法人
福井大学

  A61M  16/01 ,
  G01N  33/48,
  A61B   5/00

【課題】個体間変動及び個体内変動を考慮して、患者
に投与する鎮静薬及び鎮痛薬の量的指標を推定する
麻酔補助プログラム、麻酔補助装置、麻酔補助システ
ム及び麻酔補助方法を提供する。【解決手段】麻酔補
助装置１は、経時的に得られた患者５のＢＩＳ値と、経
時的に得られた患者５の鎮静薬の効果部位濃度の値
とに基づいて、目標とする鎮静度を示す値に対応する
鎮痛薬の効果部位濃度の値を患者５に対する鎮静薬
の濃度指標（ｅｓＴＥＣ）として推定するｅｓＴＥＣ算出手段
１０３と、鎮静薬の濃度指標と、経時的に得られた患者
５の鎮痛薬の効果部位濃度とに基づいて、患者５の鎮
痛薬の効果部位濃度を増加させても鎮静薬の濃度指
標が予め定めた幅以上に変動しない患者５の鎮痛薬
の効果部位濃度の範囲の下限を鎮痛薬の濃度指標
（ｅｓＭＩＣ）として推定するｅｓＭＩＣ算出手段１０４とを有
する。【選択図】図２

2017-181717
2017/09/21

白内障の予防剤および
治療剤、ならびに、これ
らを製造するためのＨＩ
Ｆ経路阻害剤の使用

国立大学法人
福井大学

  A61K  31/416,
  A61K  31/565,
  A61P  27/12,
  A61P  43/00,
  A61K   9/08,
  A61P   3/10

【課題】新規な白内障の予防剤および治療剤、ならび
に、これらを製造するためのＨＩＦ経路阻害剤の使用を
提供する。【解決手段】本発明の一態様に係る白内障
の予防剤または治療剤は、ＨＩＦ経路阻害剤を有効成
分として含んでいる。【選択図】なし

2017-188611
2017/09/28

循環系指標算出プログ
ラム、循環系指標算出
装置、循環系指標算出
システム及び循環系指
標算出方法

国立大学法人
福井大学

  A61B   5/02,
  A61B   5/0215

【課題】測定された血管内圧の時間変化の波形から一
心拍毎に前負荷の指標となる値を算出する循環系指
標算出プログラム、循環系指標算出装置、循環系指標
算出システム及び循環系指標算出方法を提供する。
【解決手段】循環系指標算出装置１は、患者４の血管
内圧の時間変化のうち、心周期の拡張期の波形に対
する回帰曲線を一心拍毎に求め、当該回帰曲線の収
束値から患者４の循環系の指標を算出する循環系指
標算出手段１０２と、算出された循環系の指標の時間
変化を表示処理する表示処理手段１０３とを有する。
【選択図】図２
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2017-246976
2017/12/22

脂質二重膜の特性の
検査方法、薬剤のスク
リーニング方法、および
脂質二重膜の特性の
解析システム

国立大学法人
福井大学

  G01N  13/02 【課題】脂質二重膜の特性を簡易に検査することがで
きる新規の検査方法を提供すること。【解決手段】脂質
一重膜で覆われた第一のバブルと脂質一重膜で覆わ
れた第二のバブルとの接触面に形成される脂質二重
膜の特性の検査方法であり、内圧検出工程、長短径
検出工程、および、接触角検出工程、を含み、検出値
に基づいて脂質二重膜の張力γを算出することを特
徴とする、脂質二重膜の特性の検査方法を提供する。
【選択図】図１

2018-027313
2018/02/19

微生物検出装置及び
検出方法

国立大学法人
福井大学

  C12M   1/34,
  C12Q   1/06

【課題】本発明は、電極センサを用いて微生物を簡易
に検出することができる微生物検出装置及び検出方
法を提供することを目的とする。【解決手段】本発明に
係る微生物検出装置は、アノード電極体及びカソード
電極体を絶縁体を介して一体形成された電極センサ１
と、微生物を培養可能な培地２と、電極センサ１の少な
くとも両電極体を培地２に接触させた状態で両電極体
の間に流れるガルバニック電流を測定して培地２中の
微生物の代謝物による電流変化を検出する検出手段
３とを備えている。【選択図】図１

2018-033482
2018/02/27

心拍計測処理装置 国立大学法人
福井大学

  A61B   8/02,
  A61B   5/0245

【課題】本発明は、胎児等の生体の心拍数を連続して
正確に計測処理することができる心拍計測処理装置
を提供することを目的とする。【解決手段】心拍計測処
理装置は、超音波を照射して検知信号を出力する探
触子を備えた検知部１５と、検知部１５を駆動して胎盤
に向かって超音波を照射して検知信号を取得する送
受信部１００と、検知信号に基づいて胎盤の画像を生
成するとともに胎盤の臍帯動脈の根元部分の位置情
報を取得する画像処理部１０６と、位置情報に基づい
て配置された検知部１５の探触子の検知信号に基づ
いて脈拍信号を取得する信号処理部１０２と、脈拍信
号に基づいて心拍データを算出する心拍処理部１０３
とを備えている。【選択図】図１

2018-071181
2018/04/02

アレルギー疾患の治療
の効果を判定するため
のキット、およびその利
用

国立大学法人
福井大学

  G01N  33/68,
  A61P  11/02,
  A61P  11/06,
  A61P  17/00,
  A61P  37/08,
  A61K  38/16,
  G01N  33/50,
  G01N  33/15,
//C07K  14/47,
  G01N  33/53

【課題】アレルギー疾患の治療の効果を判定するため
の判定キット、アレルギー疾患の治療の効果を判定す
るためのデータの取得方法、アレルギー疾患の治療
剤、および、アレルギー疾患の治療剤のスクリーニン
グ方法を提供する。【解決手段】ＴＡＦＩタンパク質を検
出するための試薬を含んでいる、アレルギー疾患の治
療の効果を判定するための判定キットを用いる。【選択
図】なし

2018-190425
2018/10/05

透析装置、制御装置、
流路構造体、流路形成
方法、制御プログラム、
および記録媒体

国立大学法人
福井大学

  A61M   1/16 【課題】透析カラムが有する透析膜の寿命を延ばすこ
と、または患者からの脱血量を低下させた場合でも透
析を行うことができる透析装置を提供する。【解決手
段】血液を透析する透析カラム１０と、患者の血液を透
析カラムに供給する第１流路１１と、透析カラムによっ
て透析された透析後血液を患者に還流させる第２流路
１２と、流体を透析カラムに供給する第３流路１３とを備
える透析装置。【選択図】図１



アグリ、バイオ、医療、福祉

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2018-222467
2018/11/28

疾病・障害コードを用い
た被験者の行動支援シ
ステム及び行動支援方
法

504237050
独立行政法人
国立高等専門
学校機構,
504145320
国立大学法人
福井大学

  G16H  20/00 【課題】疾病・障害コードとともに収集された発達障害
児の個人情報を有効に活用し、多面的な視野から分
析を行える行動支援システムを提供する。【解決手段】
被験者端末機１２と支援者端末機１３、前記被験者端
末機及び前記支援者端末機と通信回線で接続された
管理者サーバ１０と、これら端末機によって収集された
疾病・障害コード付の被験者データを記録するデータ
ベースとを有し、前記被験者データから被験者の個性
に応じた支援補助を行う行動支援システムにおいて、
前記データベースは、被験者及び支援者などにのみに
公開される第一のデータ用の第一のデータベース１１
と、前記第三者にも利用可能な第二のデータ用の第二
のデータベース２１とを有し、前記第二のデータを前記
第三者が第三者端末２３を介して利用可能とし、前記
第三者による支援手段の開発を促すために、前記第
二のデータベースと前記第三者端末機との通信を行う
インターフェース２０を備える。【選択図】図２

2018-239656
2018/12/21

子宮肉腫検出用血液
マーカー、子宮肉腫検
出用キット、および、子
宮肉腫診断のための
データの取得方法

国立大学法人
福井大学

  G01N  33/68,
  G01N  33/574,
  C07K  14/47,
  C12N  15/12

【課題】子宮肉腫検出用マーカー、子宮肉腫検出用
キット、および、子宮肉腫診断のためのデータの取得
方法を提供する。【解決手段】子宮肉腫を患っている患
者の血液では、子宮筋腫をはじめとする他の病気を
患っている患者の血液と比較して、プログラニュリン蛋
白質の濃度が有意に高いことを見出した。また、子宮
肉腫検出用キットは、プログラニュリン蛋白質と特異的
に相互作用する物質を備えており、上記プログラニュリ
ン蛋白質と特異的に相互作用する物質が、抗プログラ
ニュリン抗体、ソルチリン、または、腫瘍壊死因子受容
体Ｔｏｌｌ様受容体－９である。【選択図】なし

2018-239657
2018/12/21

子宮肉腫検出用血液
マーカー、子宮肉腫検
出用キット、および、子
宮肉腫診断のための
データの取得方法

国立大学法人
福井大学

  G01N  33/68 ,
  G01N  33/574 ,
  C07K  14/475,
  C12N  15/12

【課題】子宮肉腫検出用マーカー、子宮肉腫検出用
キット、および、子宮肉腫診断のためのデータの取得
方法を提供する。【解決手段】子宮肉腫を患っている患
者の血液では、子宮筋腫をはじめとする他の病気を
患っている患者の血液と比較して、ミッドカイン蛋白質
の濃度が有意に高いことを見出し、本発明を完成させ
るに至った。また、子宮肉腫検出用キットは、ミッドカイ
ン蛋白質と特異的に相互作用する物質を備えており、
上記ミッドカイン蛋白質と特異的に相互作用する物質
が、抗ミッドカイン抗体、プロテオグリカン、受容体型タ
ンパク質チロシンホスファターゼ、
lowdensitylipoproteinreceptor-relatedprotein、
anaplasticleukemiakinase、インテグリンα４β１、インテ
グリンα６β１、または、Ｎｏｔｃｈ－２である。【選択図】
なし



アグリ、バイオ、医療、福祉

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2018-547203 白内障の予防剤、治療
剤、およびこれらを製造
するためのＨＡＴ阻害剤
の使用

国立大学法人
福井大学

  A61K  45/00,
  A61P  27/12 ,
  A61P   3/10 ,
  A61K  31/12,
  A61K  31/415,
  A61K  31/351,
  A61K  31/603,
  A61K
31/4155,
  A61K  31/427,
  A61K  31/426,
  A61K  31/365,
  A61K  31/515 ,
  A61K  31/255,
  A61K
31/5377,
  A61K  31/41,
  A61K  31/121,
  A61K  31/11  ,
  A61K  31/548,
  A61K  31/122 ,
  A61K  31/661

新規な白内障の予防剤、治療剤、およびこれらを製造
するためのＨＡＴ阻害剤の使用を提供する。本発明の
白内障の予防剤または治療剤は、ＨＡＴ阻害剤を有効
成分として含有する。

2019-012092
2019/01/28

脂質二重膜の水透過
性の評価システム、脂
質二重膜の水透過性
の評価方法、および、
脂質二重膜の水透過
性を制御する薬剤のス
クリーニング方法

国立大学法人
福井大学

  G01N  13/04,
  G01N  33/15,
  G01N  33/50,
  G01N  27/06,
  G01N  27/22,
//C12Q   1/02

【課題】簡便かつ正確に、脂質二重膜の水透過性、お
よび、脂質二重膜に埋め込まれた水チャネルの水透
過性を評価し、水チャネルの制御機構や水チャネルに
対する薬物作用を明らかにするための、システムおよ
び方法を実現する。【解決手段】本発明の脂質二重膜
の水透過性の評価システムは、内部に、第１の水溶
液、脂質二重膜、および、第１の水溶液よりも高い浸透
圧濃度である第２の水溶液をこの順番にて配置し、か
つ、開閉部（１５）を備えている管（５）と、脂質二重膜の
移動距離を計測するための移動距離計測計（５０）と、
脂質二重膜を介した電位差と電流とを測定・制御およ
び／または計測するための電極対（４０・４１）と、を備
えている。【選択図】図１

2019-041328
2019/03/07

介護補助プログラム、
介護補助装置、介護補
助方法及び介護補助シ
ステム

国立大学法人
福井大学

  G06Q  50/22 【課題】介護者が要介護者の症状を把握せずとも、要
介護者の症状を抑制して要介護者に行動させるため
の促し行動を選択する介護補助プログラム、介護補助
装置、介護補助方法及び介護補助システムを提供す
る。【解決手段】介護補助システム５は、食事中の要介
護者６の行動及び食事状況を観測する観測装置２と、
観測装置２の出力から、食事中の要介護者６の行動
及び食事状況を認識して記録し、ジェスチャー、音声、
発光の少なくともいずれかを含む予め登録された促し
行動から、要介護者６の行動又は行動の時系列変化
に応じて促し行動を決定する情報処理装置１と、情報
処理装置１が決定した促し行動を実行するロボット３と
を備える。【選択図】図１

2019-101552
2019/05/30

慢性副鼻腔炎の予防
剤または治療剤、およ
びこれらを製造するた
めのスタチンの使用

国立大学法人
福井大学

  A61K  31/366,
  A61K  31/40,
  A61K
31/4418,
  A61K  31/47,
  A61K  31/505,
  A61K  31/404 ,
  A61K  31/22,
  A61P  11/02 ,
  A61P  29/00 ,
  A61P  37/08

【課題】新規な慢性副鼻腔炎の予防剤または治療剤、
およびこれらを製造するためのスタチンの使用を提供
する。【解決手段】本発明の慢性副鼻腔炎の予防剤ま
たは治療剤は、スタチンを有効成分として含有する。
【選択図】なし



アグリ、バイオ、医療、福祉

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2019-115765
2019/06/21

真菌の有無の判定方
法、判定キット及びデー
タベース

国立大学法人
福井大学

  C12Q   1/04,
//C12M   1/34,
  G01N  33/48

【課題】爪などの硬い角質も確実に溶解して真菌の有
無の判定を行え、別の判定方法との組み合わせで真
菌の有無の判定精度をより高めることができる真菌の
有無の判定方法を提供する。【解決手段】患部から採
取した試料を用いて真菌の有無を判定する方法にお
いて、前記試料に含まれる生体組織を溶解する処理
液と前記試料とを収容可能な容器を準備する工程と、
前記容器内に、前記処理液と前記試料とを投入し、前
記試験管内で前記生体組織を溶解して試料溶解液を
生成する試料溶解工程とを有する。前記試料を処理し
て真菌を検出するための真菌検出手段を準備し、前記
真菌検出手段の検出結果から前記試料における真菌
の有無の判定を行う別の判定工程を、前記試料溶解
工程より前に設けてもよい。【選択図】図１

2019-130559
2019/07/12

形質転換微細藻類及
び当該形質転換微細
藻類の培養方法

390013815
学校法人金井
学園
504132881
国立大学法人
東京農工大学

C12N　1/13
C12N  15/55

【課題】捕食生物に対する優れた耐性・防御能を示す。
【解決手段】微細藻類に対して、クロロフィルを基質とし
てクロロフィリドを生成するクロロフィラーゼをコードす
るクロロフィラーゼ遺伝子を発現可能に導入する。
【選択図】図１

2020-004334
2020/10/07

動物用の処置器具 国立大学法人
福井大学

  A61D  15/00 【課題】頭部の固定も確実で、かつ十分な処置領域を
確保して処置作業を行う際の良好な作業環境を得るこ
とが可能な動物用の処置器具を提供する。【解決手
段】処置対象動物の口を開けた状態で保持して、口腔
顎顔面領域の処置を行う際に使用する動物用の処置
器具１であって、処置対象動物の顎部を載せる載置部
２０と、載置部２０の一方の側に配置され、載置部２０
に載置された処置対象動物の顎部のうち、上顎及び
下顎のうちのいずれか一方の顎係合部に係合させる
第一の係合部材１８と、この第一の係合部材１８を支
持する支持部材１２、１３と、載置部２０に隣接して配置
され、上顎及び下顎のうちの他方の顎係合部に係合さ
せる第二の係合部材２１と、第一の係合部材１８及び
第二の係合部材２１を顎係合部に係合させた状態で離
間方向に相対的に移動させる移動手段１６、１７とを有
する。【選択図】図１

2020-024538
2020/02/17

麻酔補助プログラム、
麻酔補助装置、麻酔補
助システム及び麻酔補
助方法

国立大学法人
福井大学

  A61B  34/10,
  A61M   5/142,
  G01N  33/50,
  G01N  33/48

【課題】投与履歴を考慮して筋弛緩薬の効果部位濃度
を推定する麻酔補助プログラム、麻酔補助装置、麻酔
補助システム及び麻酔補助方法を提供する。【解決手
段】麻酔補助装置１は、患者６に対する筋弛緩薬の投
与量の履歴に基づいて薬物動態シミュレーションを行
うことで患者６の筋弛緩薬の効果部位濃度並びに筋弛
緩薬の血中及び体組織の量を経時的に推定して、筋
弛緩薬の投与終了後の患者６の筋弛緩薬の効果部位
濃度の経時変化を推定する筋弛緩薬濃度推定手段１
０１とを有する。【選択図】図１



アグリ、バイオ、医療、福祉

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2020-048500
2020/03/18

画像処理方法、画像合
成方法、データの取得
方法、学習モデルの生
成方法、鼻および副鼻
腔疾患の診断支援シス
テム、並びに鼻および
副鼻腔疾患の診断支
援方法

国立大学法人
福井大学

  A61B   6/03 【課題】鼻および副鼻腔疾患の診断を支援するシステ
ムを提供する。【解決手段】鼻および副鼻腔疾患の診
断を支援するシステムための学習モデルの生成方法
は、上顎洞、前頭洞、篩骨洞および蝶形骨洞を含むＣ
Ｔ画像を取得する工程と、前記ＣＴ画像について、上顎
洞、前頭洞、前篩骨洞、後篩骨洞、および蝶形骨洞の
領域を５つに区画化する区画化工程と、前記区画化さ
れた５つ領域の大きさと、前記５つの領域の内部にで
きたものの領域大きさとの関係をそれぞれ数値化し、
一方の上顎洞周辺の骨と他方の上顎洞周辺の骨との
差を数値化し、前記区画化された５つ領域のそれぞれ
について、濃淡を数値化する数値化工程と、前記ＣＴ
画像に対応する問診データと、前記数値化工程により
数値化されたものと、前記ＣＴ画像に対応する鼻およ
び副鼻腔疾患のデータとを教師データとして、ＣＴ画像
と鼻および副鼻腔疾患との関係を学習させる学習工程
とを包含している。【選択図】図１８



運動、教育支援ツール、ホビー

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2003-099479
2003/04/02

分子模型作製方法、及
び分子模型

国立大学法人
福井大学

  G09B  23/26 【課題】種々の結合様式に対応させた分子模型を安価
に提供する。【解決手段】中心部と複数の枝状部とを
有し、前記複数の枝状部は、隣接する枝状部間が所
定の角度で前記中心部から延在してなり、前記中心部
の中心から２πｒ（θ／３６０）の位置に分子鎖固定位
置を有する樹枝状部材を、半径ｒの球状部材の外周に
沿って延在させ、前記球状部材の、前記中心及び前記
分子鎖固定位置に相当する位置に針状部材を固定
し、結合角度θの分子鎖を有する分子模型を作製す
る。【選択図】図３

2006-331847
2006/12/08

分子模型制作方法及
び化学反応学習教材

国立大学法人
福井大学

  G09B  23/26 【課題】分子構造の模型を迅速にしかも繰り返し制作
する方法の提供。【解決手段】教材としては基台１と球
体２，３を使用し、基台１には原子穴(例えば酸素原子
穴４、水素原子穴５，５)を貫通して設け、この原子穴よ
り僅かに大きくて原子を表す原子球体(例えば酸素原
子球体２、水素原子球体３，３)を嵌め、互いに結び付く
原子同士は球体表面が接するように又は近接するよう
に配置する。【選択図】図１

2006-353526
2006/12/27

歩行補助用杖及びその
作製方法

国立大学法人
福井大学

  A61H   3/00,
  A45B   9/02

【課題】本発明は、安定して体重を支えることができる
とともに力の入った効果的な握りをすることが可能な
歩行補助用杖及びその作製方法を提供することを目
的とするものである。【解決手段】歩行補助用杖１の握
り部１１は、前方に形成された滑り止め用の膨丘部Ｒ１
と、中間に形成された第二指把持部Ｒ２と、後方に形
成された後方把持部Ｒ３とを備え、第二指把持部Ｒ２
は、第二指の手掌側が圧接しその手背側の先端部が
第一指により押圧された握り状態を許容する外周に形
成されており、膨丘部Ｒ１は、第二指把持部Ｒ２の外周
よりも大きくなるように上方に膨出して形成されており、
後方把持部Ｒ３は、第二指把持部Ｒ２の両側から連続
して幅広に形成されて少なくとも手掌の手根部分に当
接可能な広さに形成されている。【選択図】図３

2007-96177
2007/04/02

液中装飾体観賞器、
及び液中装飾体観賞
器の製造方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

B44C   3/00
B44C   5/06
B44C   5/00

【課題】  アクアリウム観賞器としての使用に適
すると共に、容器等のデザイン自由度が高く、意
匠性にも優れ、しかも、極めて簡単に作製可能な
液中装飾体観賞器、及び液中装飾体観賞器の製造
方法を提供すること。
【解決手段】  収容物を透視可能な容器１と、こ
の容器１に収容された浮遊媒液Ｗの中に揺蕩（よ
うとう）状態に浸漬された装飾体Ｄと、前記容器
１の浮遊媒液Ｗよりも比重が小さく、前記浮遊媒
液Ｗとは非相容性のポリマーが熱履歴により固化
して当該浮遊媒液の液面を封止する液面封止層２
とを含んで構成した。



運動、教育支援ツール、ホビー

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2009-074306
2009/03/25

発声訓練支援装置及
びそのプログラム

国立大学法人
福井大学

  G09B  21/00 ,
  G10L  15/00

【課題】専門の訓練士の補助として訓練生に息を吹く
力とタイミングの訓練を行うことのできる発声訓練支援
装置を提供する。【解決手段】発声機能障害を有する
訓練生が発声訓練を行うに際し、息の吹き出し強さと
タイミングの訓練の支援を行う発声訓練支援装置で
あって、予め作成された息の吹き出し強さ及びタイミン
グのモデルを記憶するモデル記憶手段１７と、このモデ
ル記憶手段１７から読み出した所定のモデルを表示
し、訓練生に訓練の開始を促す表示手段１５と、表示さ
れたモデルに従って訓練生が吹き出した息を検出し、
吹き出された息の強さとタイミングを計測する検出手
段１２，１３，１４と、表示された前記モデルと前記検出
手段によって検出された息の吹き出し強さ及びタイミン
グとを比較し、比較結果から訓練の達成度を評価する
比較・評価手段１９とを有する。【選択図】図１

2011-206072
2011/09/21

分析システム、分析方
法及び分析プログラム

国立大学法人
福井大学

  A63F  13/67 【課題】情報処理装置の操作者に関する分析の精度を
向上させること。【解決手段】ゲーム装置の操作者が
ゲームを操作した際のゲームの進行に関する履歴情
報を記憶している履歴情報記憶装置と、履歴情報に基
づいて得られる評価用情報と、評価用情報に対して予
め定められている評価結果とを対応付けて記憶してい
る評価情報記憶装置と、を備え、履歴情報記憶装置か
ら履歴情報を読み出し、履歴情報に基づいて評価用
情報を取得し、評価情報記憶装置において取得した評
価用情報に対応付けられている評価結果を取得し、評
価結果を出力する。【選択図】図１

2012-138763 ゲル状玩具製作キット 学校法人金井
学園

  A63H　33/00 【課題】子供でも簡単に行える作業で、適度な流動性と
弾性に併せて衝撃に対する形状保持性を有するゲル
状物質を調節することができ、また資源の無駄遣いを
抑えることも可能で、しかも、安全かつ安価なゲル状玩
具製作キットを提供すること。
【解決手段】ゲル状玩具の製作キットを、個別に包装さ
れたグアガム、ホウ砂および還元性単糖・少糖を含ん
で構成することにより、ゲル状玩具を作製する際、還
元性単糖・少糖を添加して適度な流動性及び弾性を有
するゲル状物質を作製できるようにした。
【選択図】図１

2015-063094
2015/03/25

座位又は仰臥位で使用
する運動器具

国立大学法人
福井大学

  A63B  23/035 【課題】椅子に腰を掛けた座位状態で、一方の脚部の
運動を他方の脚部に連動させて伝達でき、更に腹部
や背中部にも連動させて伝達でき、全身運動乃至これ
に近い運動を効果的に行い得る運動器具を提供す
る。【解決手段】使用者の腰回りに巻き付けられ左右
側に第１の連結部２１が設けられた非伸縮性のベルト
部材３と、使用者の左右の脚部に対応する非伸縮性
の脚コ－ド部材７，８と、左右の脚コ－ド部材の左右の
コ－ド５３，５３間の間隔を規制する規制連動部材９と
を具える。脚コ－ド部材７，８は、コ－ド５３の下端に足
側装着部５９を有し、コ－ド５３の上端に、第１の連結
部２１に連結される第２の連結部５６を有する。間隔規
制部材９は、左右のコ－ド５３，５３の双方をその長さ方
向でスライドさせるスライドガイド部７９，７９を有する。
【選択図】図１



運動、教育支援ツール、ホビー

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2015-063095
2015/03/25

座位又は仰臥位で使用
する運動器具

国立大学法人
福井大学

  A63B  23/00,
  A63B  23/035,
  A63B  23/08

【課題】膝痛を緩和し得る座位又は仰臥位で使用する
運動器具を提供する。【解決手段】椅子１１の座面１３
に載置されて使用者の臀部に敷かれる基板１７の前縁
側の、左右の大腿部２２，２２間に位置する支持部１０
で膝受け部材７の長さ方向の中央部９が支持されてい
る。膝受け部材７は、使用者の左右の膝裏部５，５を下
方から受ける左右の膝受け部６，６を左右側に具えて
いる。膝受け部材７は、支持部１０を支点部として、左
右の膝受け部６，６が交互に上下する上下スイング動
を行うことができる。又該膝受け部材７は、該支持部１
０を支点部として、前後動する前後スイング動を行い
得る。膝受け部材７の長さ方向中央部にハンドル２５
が突設されている。【選択図】図８

2017-002676
2017/06/14

運動器具 国立大学法人
福井大学

  A63B  21/002,
  A63B  23/035,
  A63B  23/02 ,
  A61H   1/02

【課題】簡素な構成で小型かつ安価でありながら、より
多種多様な運動が可能で簡単に全身の筋肉を鍛える
ことができる運動器具を提供する。【解決手段】使用者
の左右の足を掛ける非伸縮性の足ベルト１１と、この
足ベルト１１に連結され、長さ調整自在で柔軟性を有
する非伸縮性の線状部材１４と、左右の線状部材１４
を連結する非伸縮性の連結部材１２とを有し、左右の
線状部材１４，１４の間には、一方の足と他方の足に足
ベルト１１を掛け、一方の足に負荷をかけたときに他方
の足に逆方向の負荷がかかるように方向転換部材１５
ａを介在させた構成としてある。方向転換部材１５ａは、
前記使用者が両手で把持できる長さを有する棒材２に
設けてもよいし、椅子３に設けてもよい。【選択図】図１

2017-002677
2017/06/14

運動器具 国立大学法人
福井大学

  A63B  23/12  ,
  A63B  23/04

【課題】簡素な構成で小型かつ安価でありながら、より
多種多様な運動が可能で簡単に全身の筋肉を鍛える
ことができる運動器具を提供する。【解決手段】使用者
の左右の足を掛ける下段の足掛け棒１１と、使用者の
左右の手で把持する上段の把持棒１２と、足掛け棒と
把持棒とを連結する連結棒１０とを有し、足掛け棒が連
結棒に対して回動自在に取り付けられている。把持棒
が連結棒１０に対して回動自在に取り付けられていて
もよく、足掛け棒又は把持棒が、連結棒に高さ位置変
更可能に取り付けられていてもよい。足掛け棒に両足
を乗せて把持棒を両手で把持し、上体を反らせ把持棒
を身体に引き寄せる方向に負荷を掛けつつ、これに抗
する方向に両脚で足掛け棒に負荷を掛けることで、腕
の筋肉や腹筋、背筋を鍛えることができる。また、両脚
をペダル運動させ、座った状態で歩行と同様の運動も
可能になる。【選択図】図１

2018-027425
2018/02/19

演奏支援システムおよ
び制御方法

国立大学法人
福井大学

  G10H   1/00,
  G10G   1/00

【課題】楽曲データが再生された楽曲に合わせて演奏
者が楽器の演奏を行う際に、表現豊かな楽曲を得るこ
とができる演奏支援システムおよび制御方法を提供す
ること。【解決手段】演奏支援システムは、楽曲データ
を楽曲として再生する再生部と、再生部によって再生
された楽曲に合わせて楽器を演奏する演奏者に装着
され、演奏者の動作を検出する動作検出部と、動作検
出部が検出した演奏者の動作に関する動作情報を受
信する受信部と、受信部が受信した動作情報に基づい
て、再生部の再生条件を補正する制御部と、を備える
ことを特徴とする。【選択図】図１



運動、教育支援ツール、ホビー

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2019-156230
2019/08/29

キーボード制御プログ
ラム、キーボード及び
キーボード制御システ
ム

国立大学法人
福井大学

  G06F   3/0489,
  G06F   3/01,
  G06F   3/02 ,
  G09B  13/04

【課題】使用者の習熟度に応じてキーボードの表示を
制御するキーボード制御プログラム、キーボード及び
キーボード制御システムを提供する。【解決手段】キー
ボード１は、ＰＣ２のアプリケーションプログラム２１０が
キーボード１の操作を指示する内容の表示を表示部２
２に表示した際に、キーボード１を操作する利用者３の
視線ＶＬを検出して得られた視線情報１１１又は視線情
報１１１から算出された視線状態情報に基づいてキー
ボード１のキー群１２の印字を表示制御する印字表示
制御手段１０２を有する。【選択図】図１



デバイス、装置

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2005-006985
2005/01/14

電子鏡 国立大学法人
福井大学

  G09F   9/00,
  A47G   1/00

【課題】近視の人がレンズが嵌っていないメガネフレー
ムを掛けて自分に似合うものを間違うことなく選択する
ことが出来る電子鏡の提供。【解決手段】鏡に近づい
た状態で顔全体をハッキリ見ることが出来る電子鏡で
あって、正面にはハーフミラー１を設け、該ハーフミラー
１の後方にはデジタルカメラ２を配置すると共に、該デ
ジタルカメラ２で撮った顔画像を映し出す液晶パネル３
を設け、該液晶パネル３に映し出された顔画像をハー
フミラー１を介して反射させて見ることが出来るように
構成している。【選択図】図１

2006-159990
2006/06/08

高分子アクチュエータ
およびその製造方法

国立大学法人
福井大学

  H02N  11/00 【課題】従来の貴金属を用いた高分子アクチュエータに
比べて、コスト的に安価で、短時間で簡単に製造可能
な高分子アクチュエータおよびその製造方法を提供す
る。【解決手段】高分子化合物からなるフィルムと、当
該フィルムの両面に形成されている電極とを含み、前
記電極間に電圧を印加することによって、前記フィル
ムを屈曲変形させる高分子アクチュエータにおいて、
前記電極として、高分子バインダと、その中に分散され
ているカーボン粉末とを含んでなる電極を用いる。【選
択図】なし

2006-196691
4724849

誘電体ケーブルおよび
導波管

福井県 H01P   3/16 【課題】  マイクロ波帯以上の高周波において、可撓性
がない金属製導波管を代替することのできる、伝送損
失が小さい低価格の伝送線路を提示する。
【解決手段】  安価な化学繊維等の糸を束ねた繊維
束、もしくは不織布を誘電体伝送路として、マイクロ波
帯以上の高周波に対する可撓性に優れる低損失の、
誘電体ケーブルまたは導波管とする。誘電率の異なる
糸を組み合わせて繊維束にする事で、伝送線路断面
の誘電率分布構造を簡単に制御することができるの
で、電磁界の伝搬モードへの対応が容易となる利点が
ある。また、繊維束には空隙を多く含むので、繊維束
の誘電率は、空隙の分だけ糸の誘電率より小さくな
り、電磁界の伝送損失も小さくなる。
【選択図】図１

2006-312044
2006/11/17

ジャイロトロン装置 国立大学法人
福井大学

  H01J  25/00,
  H01J  23/20

【課題】周波数の微調整が可能なジャイロトロン装置を
提供する。【解決手段】空胴共振器１２の軸線Ｃ方向の
寸法及び前記軸線Ｃに交叉する方向の寸法の少なくと
も一方を変化させる形状変化手段と、この形状変化手
段に作用して前記寸法の変化を生じさせる駆動手段と
を有する。駆動手段としては形状変化手段に所定の電
圧を印加する電圧印加手段９を用い、かつ、形状変化
手段が、印加された電圧に応じて寸法が変化する性質
を有する材料から形成された圧電体１０２とするとよ
い。【選択図】図１



デバイス、装置

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2007-217275
2007/08/23

サイフォン式循環型
ヒートパイプ

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

F28D  15/02
F28D  15/06

課題】  作動温度範囲の拡張が図れると共に、温熱輸
送量の増大も実現でき、しかも、トップヒートや水平ヒー
トでの使用にも適したサイフォン式循環型ヒートパイプ
を提供すること。
【解決手段】  環状パイプ１の所定部位に受熱管部を配
設し、この受熱管部とその上方に配設された貯溜タン
ク２とを温液上昇管部により接続すると共に、前記受
熱管部には蒸気膨張室を連設する一方、
前記貯溜タンク２には、内部に空隙を残して熱媒液を
収容すると共に、下部に温液下降管部を連結してタン
ク下方に配設された放熱管部と接続し、かつ、当該放
熱管部には前記タンク内に収容した熱媒液11の液面
レベルよりも液頭位置の高い冷液上昇管部を連結し
て、この冷液上昇管部と前記受熱管部に連通する冷
液下降管部の端部同士を、タンク内部の空隙を経由し
て前記貯留タンク２を貫通する伝熱性の冷却管部を介
して連接して構成した。

2008-119504
2008/05/01

移動式ソーラ調理装置 公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

F24C   1/00
F24C   1/16
F24J   2/02
F24J   2/08

【課題】  幅広い形状のフライパンや重い銅鍋等を調理
容器として使用しても調理作業に不都合が生じず、調
理場所の変更や屋内への片付け作業も容易に行うこ
とができ、しかも、レンズ角度の調節作業を省力的に
確実かつ迅速に行える太陽光を利用する移動式ソー
ラ調理装置を提供すること。
【解決手段】  キャリア台車と；この台車上に配設された
ソーラ調理部と；このソーラ調理部に対して太陽光を集
中せしめる集光レンズ部と；この集光レンズ部の両側
に連結されてレンズ部を台車上に支持する支持フレー
ムとを含んで構成する一方、
前記支持フレームを、前記台車上におけるソーラ調理
部を挟んだ位置に枢支して、この枢支した支持フレー
ムを、太陽光の焦点の水平位置にある枢軸を支点とし
て回動可能とすると共に、前記キャリア台車における
太陽光の焦点の鉛直位置に支持脚を出し入れ可能に
設けて、接地した前記支持脚を支点として台車全体を
水平方向に回転可能とした。

2008-297628
2008/11/21

海綿鉄を再生可能な循
環型水素製造方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

C01B   3/08 【課題】  エネルギー消費量の少ない循環サイクル型
の製造システムを実現できる上に、環境に優しく生産
効率も非常に高い海綿鉄を再生可能な循環型水素製
造方法を提供すること。
【解決手段】  ボールミルのポット内に海綿鉄と水を装
入する工程と；このポット内に装入した海綿鉄を酸化性
ガスを除去した状態で粉砕し、粉砕された鉄粉とポット
内の水とを反応させて水素を発生させる工程と；反応
終了後のポット内に残留する酸化鉄粉を取り出し、こ
れに炭素粉体を加えて混合し加熱することにより前記
酸化鉄粉を還元して海綿鉄を再生する工程とを含む
製造方法を採用した。
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2009-194700
2009/08/25

蝋燭灯火を再現する照
明装置及び蝋燭灯火
の再現方法

国立大学法人
福井大学

  H05B  37/02,
  F21S   6/00,
//F21Y 101/02

【課題】和蝋燭のような独特の照明特性を有する自然
の灯火であっても、より本物に近い再現性で再現でき
る照明装置を提供する。【解決手段】自然の灯火の明
るさとゆらぎを再現する照明装置において、再現対象
となる灯火の色度と同一又は類似の色度を実現する
複数の発光体２１，２２，２３と、前記発光体の各々に一
定の周波数を与える定則周波数発生手段３と、前記灯
火の波長ごとの放射エネルギの変化を予め測定する
ことによって得られた放射エネルギ変化データを記憶
する記憶部５と、この記憶部に記憶された前記放射エ
ネルギ変化データに基づき、大きな放射エネルギ変化
に対応する少なくとも一つの発光色の発光体を指定
し、この発光体に付与される周波数を所定の可視周波
数に切り換え、かつ、所定の時間間隔及び持続時間で
明暗を繰り返させる変則周波数発生手段４とを有す
る。【選択図】図１

2010-033911
2010/02/18

高分子アクチュエー
ター及びその製造方法

国立大学法人
福井大学,
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  H02N  11/00 【課題】応答速度や屈曲量の向上だけでなく、ねじれの
ような複雑な動きや複合的な動きを可能にするととも
に、これら動きの制御が容易な高分子アクチュエー
ターを提供する。【解決手段】イオン伝導性高分子膜
（Ｓ１）の両面を導電性材料（Ｓａ）で被覆したイオン伝
導性高分子複合体を有する高分子アクチュエーター
（２）であって、少なくとも一軸方向に延伸したイオン伝
導性高分子膜（Ｓ１）を有するものとした。イオン伝導性
高分子膜複合体（Ｓ１，Ｓａ）の駆動面（Ｐ）を、前記イオ
ン伝導性高分子膜（Ｓ１）の延伸軸と交叉する方向に
設定してもよい。【選択図】図４

2012-055038
2012/03/12

熱輸送方向を切替可能
なヒートパイプ、及び逆
止弁により熱輸送方向
の自動切替が可能な
ヒートパイプ

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター、福井大
学

  F28D  15/06 ,
  F28D  15/02,
  F24F   3/00

【課題】バルブを開閉操作するだけでトップヒートとボト
ムヒートを簡単に切り替えることができ、また熱輸送性
にも優れ、地熱を利用した冷暖房システムにも問題な
く使用でき、しかも、イニシャル・ランニングコストの低
減も図れる熱輸送方向を切替可能なヒートパイプを提
供すること。【解決手段】熱媒液Ｌとの熱交換が可能な
部位として、第一熱交換部１と；高位タンク２と；第二熱
交換部３とを備える一方、これらの部位を繋ぐ配管とし
て、第一の液上昇管４と；第一の液下降管５と；第二の
液上昇管６と；第二の液下降管７とを配設し、更に、前
記第一熱交換部１と第二熱交換部３には、受熱に応じ
て第一の液上昇管４または第二の液上昇管６中に気
泡Ｂを供給する気泡供給手段を設けると共に、少なくと
も第一の液上昇管４と第一の液下降管５の何れか一
方にバルブＶを配設して構成した。【選択図】図１
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2012-11213
2012/05/16

熱輸送方向が自動反
転するヒートパイプ

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

F28D  15/02 【課題】　冷暖房システムなどにおいてヒートパイプの
使用本数を減らすことができ、また、熱輸送方向も自
動的に切り替わり、しかも、用途やサイズ等の自由度
も大きく、コスト面でも有利な熱輸送方向が自動反転
するヒートパイプを提供すること。
【解決手段】　ヒートパイプにおいて、熱媒体Ｌとの熱交
換が可能な部位として、第一熱交換部１と；高位タンク
２と；第二熱交換部３とを具備する一方、これらの部位
を繋ぐ配管として、第一の液上昇管４と；第一の液下降
管５と；第二の液上昇管６とを配設し、
更に、前記第一熱交換部１と第二熱交換部３に、受熱
に応じて各熱交換部から上側に熱媒液Ｌを移動させる
液上昇管中に気泡Ｂを導入する手段を設けると共に、
第一熱交換部１内において、第一の液上昇管４の端部
を、第二の液上昇管５の端部と水平、若しくは水平より
も低い位置に下向きに配置して構成した。【選択図】図
１

2012-235164
2012/10/24

レーザー除染装置 公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G21F   9/28
B23K  26/08
B23K  26/36
B23K  26/03
B23K  26/04
B23K  26/00
B23K  26/14

課題】  汚染物の内側に侵入したＲＩでも除去できる充
分なエネルギー密度を確保することができ、また汚染
物の表面に凹凸がある場合でも照射ムラが生じず、
レーザ加工時の熱的影響によるＲＩの拡散や再汚染も
なく、しかも、コスト面や環境面、作業効率の面でも優
れたレーザー除染装置を提供すること。
【解決手段】  レーザ発振器１と；ＸＹ軸スキャナ21及び
Ｚ軸スキャナ22を備え、かつ、前記レーザ発振器１から
出射されたレーザ光Ｌ1をｆθレンズ等の複合レンズを
介さず汚染物Ｔの表面上に集光して光走査を行うス
キャナ装置２と；前記汚染物Ｔの表面形状測定装置３と
を具備すると共に、前記スキャナ装置２のＺ軸スキャナ
22には、表面形状測定装置３で得られた形状データに
基づいて、レーザ光Ｌ1の焦点が汚染物Ｔの表面にくる
ように照射位置に応じて焦点位置を自動的に調整する
焦点位置制御部22bを備えて構成した。

2012-242505
5499349

巻線構造及びそれを用
いた電気機器

福井県 H02K   3/12
H02K   3/18
H01F   5/00

【課題】本発明は、巻線の占有率を向上させるとともに
接続による巻線抵抗の増加のない巻線構造を提供す
ることにある。
【解決手段】巻線構造１は、螺旋状に周回するように変
形された１本の連続する線材２を部分的に渦巻き状に
重ね合わせて形成された複数の巻層部３を厚さ方向
に密着して配列してなり、巻層部３は、曲線部分におい
て線材２が内周側から外周側に向かって順次曲率を
小さくなるように形成されて線材２が全周にわたって密
着するように重ね合わされている。【選択図】図１
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2013-068573
6229196

特性インピーダンスを
調整可能な伝送線路

福井県 H01P 3/04
H01P 3/06
H01B 7/02

【課題】
  同軸型伝送線路と平行二線型伝送線路の両高周波
伝送線路に、広範囲の値に調整された特性インピーダ
ンスを与え、多品種少量生産に適した伝送線路を提供
する。
【解決手段】
  導電体に絶縁性の糸を巻き付けて形成した絶縁層を
備える電線で構成した伝送線路で、前記電線の導電
体は複数の細長形状の導電体素線が平行に並んでお
り、それぞれの電線の任意の位置での断面において、
導電体素線は一列に配列しており、それぞれの電線
は断面の長辺側を互いに接して正対する位置関係に
設定することで、特性インピーダンスを調整している。
【選択図】  図１

2013-102527
2013/05/14

電磁波の位相速度制
御方法及び位相速度
制御構造

国立大学法人
福井大学,
学校法人金井
学園

  H01P   3/20 【課題】簡単かつ低コストで電磁波の位相速度の制御
が可能な方法を提供する。【解決手段】電磁波照射手
段から照射された電磁波の位相速度を制御する方法
であって、少なくとも電磁波が伝搬する表面が表面プラ
ズモン結合を生じさせる金属で形成された平行平板導
波路と、この平行平板導波路に前記電磁波を導入す
る導入手段とを準備し、前記平行平板導波路の幅を前
記電磁波の波長以下とし、前記電磁波が伝搬する前
記平行平板導波路の表面粗さを変化させることで前記
電磁波に対する前記平行平板導波路の有効屈折率を
変化させ、これにより前記導入手段から前記平行平板
導波路に導入した電磁波の位相速度を制御するよう
にした。【選択図】図７

2013-231961
2013/11/08

気体分離膜の設計方
法

国立大学法人
福井大学

  B01D  67/00,
  B01D  69/00,
  B01D  71/28

【課題】本発明は、規則正しい空孔構造を有する高分
子材料に応力を印加することで、空孔構造を設計して
気体から一部の気体分子を選択的に透過させることを
可能とする気体分離膜の設計方法を提供することを目
的とする。【解決手段】高分子鎖に沿う軸方向に気体を
透過する空孔が形成されたε型結晶からなるシンジオ
タクチックポリスチレンに対して軸方向と直交する方向
から圧縮応力を印加することで、Ｓ－Ｉ型結晶に構造転
移させる。Ｓ－Ｉ型結晶には、気体分子を収容可能に形
成されるとともにジグザグ状に配置された多数の空隙
と、空隙よりも狭く形成されるとともに隣接配置された
空隙同士を順次連結する多数の連通路とを有する空
孔が形成されて、気体の一部の気体分子が選択的に
透過するように空孔を設計することができる。【選択
図】図８

2014-038817
2014/02/28

電磁波検出器及び電
磁波検出方法

国立大学法人
福井大学,
学校法人金井
学園

  G01J   1/02 ,
  G01N  21/41,
  G01J   1/04,
  H01Q  19/12,
//G01N
21/3581

【課題】低コストで光学レンズよりも高い集光効果を得
ることが可能な電磁波検出器を提供する。【解決手段】
導波部材に電磁波を入射し、この導波部材によって基
板に設けられた電磁波検出部に電磁波を集光させて
電磁波の検出を行う電磁波検出器において、前記導
波部材が、前記基板に密接して設けられた本体と、こ
の本体に形成され少なくとも表面が電磁波を伝搬して
前記電磁波との間で表面プラズモン結合を生じさせる
金属で形成されたＶ溝と、このＶ溝の頂部に形成され
前記電磁波の波長以下の幅寸法を有する出口とを備
え、前記出口から出射される電磁波の電場の振動方
向を前記電磁波検出部によって検出できる電磁波の
電場の振動方向に一致させた。【選択図】図１
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2014-057630
6343827

可撓性導波管 福井県 H01P  3/12
H01P  3/13
H01P  3/14
H01P  3/15
H01P  3/16
H01P 11/00

【課題】  可撓性のある誘電体を芯として、導電性のあ
る平箔糸を巻き付けることで、軽量で可撓性を有する
施工性に優れた導波管を提供する。
【解決手段】  同一形状の断面が連続する可撓性のあ
る誘電体を芯として、導電性のある平箔糸を巻き付け
ることで誘電体の外側表面に導体層を形成する。平箔
糸を巻き付ける際の、平箔糸の張力により誘電体を圧
縮変形し、誘電体の圧縮変形に対する復元力を利用
することで、導体層の断面形状を維持する。

2014-110619
2014/05/28

長距離レーザ切断装置 公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

B23K 26/046
B23K 26/038
B23K 26/064

【課題】  遠く離れた位置にある対象物の切断加工を行
えるだけでなく、照射ヘッドからの距離が様々な対象
物に対して焦点位置を効率的に無段階で自動調節す
ることができる長距離レーザ切断装置を提供すること。
【解決手段】  ファイバレーザ光源１と；集光光学系21と
して光軸上に配置された前後の固定レンズ21a・21a
と、その間に配置された可動レンズ21bとを備えると共
に、前記可動レンズ21bを光軸に沿って前後に無段階
で移動調節可能なレンズ駆動部22を備えた照射ヘッド
２と；ヘッド回転機構３と；前記照射ヘッド２と切断対象
物Ｗ間の距離を測定可能な距離測定器４と；距離測定
器４から受信した距離データに基づいてレンズ駆動部
22の制御を行う制御装置６とから構成し、前記可動レ
ンズ21bの位置制御によって、加工用レーザ光Ｌ1の焦
点位置Ｆを、照射ヘッド２から１ｍ以上離れた位置で自
動調節可能とした。

2014-154925
2014/07/30

高分子アクチュエー
ターの制御方法、高分
子アクチュエーター及
びこの高分子アクチュ
エーターを利用した微
少流体送出装置

国立大学法人
福井大学,
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  H02N  11/00,
  F04B  43/04

【課題】変形時の形や変形量の制御が可能な高分子ア
クチュエーターの制御方法を提供する。【解決手段】電
圧を印加することで変形する高分子膜１１ａを有するア
クチュエーター素子１１と、このアクチュエーター素子１
１の少なくとも一方の面に配置されるとともにアクチュ
エーター素子１１に対して相対的に抵抗値が小さく、ア
クチュエーター素子１１と通電可能に接触する導電部
材２２とを準備し、導電部材２２とアクチュエーター素子
１１との通電接触長を変えることで、アクチュエーター
素子１１の変形を制御する。導電部材２２を複数に分
割し、分割した導電部材２２の各々を、スイッチを介し
て接続し、前記スイッチを切り替えることによって導電
部材２２とアクチュエーター素子１１との接触長さを変
化させるようにしてもよい。【選択図】図３

2014-190641
6424361

巻線の配設方法および
配設ガイド冶具

福井県 H02K  3/34
H02K  3/46
H02K 15/085

【課題】 ステータコアのティースと巻線の隙間を低減
し、占積率の向上、モータの小型化、高出力化が可能
となる巻線の配設方法および治具を提供する。
【解決手段】 導体を巻回して形成した巻線１６を、固定
子コアが有するティース１２に配設する巻線の配設方
法において、巻線の内周に、配設ガイド治具を挿入し、
前記巻線を導体の巻回軸長方向に圧縮整形し、仕付
けテープ４０を巻くことで、圧縮整形した前記巻線の形
状を保持させ、前記固定子コアのティース先端部を配
設ガイド治具の端部３０ａに当接させ、前記ティースお
よびコアガイドを内包するようにガイドテープ４１を巻き
つけて一体となるように保持させ、前記ガイドテープに
沿って前記巻線を前記ティースに配設する。



デバイス、装置

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2014-190643
5768305

固定子の製造方法およ
び装置

福井県 H02K 15/04 【課題】複数のコイルを同一導線により成形する際の
加工スペースをコンパクトにするとともに、その後の所
用相数のコイルユニットのコイルを渡り線の交差が生
じないようにモータ配設順に配列する配列作業が容易
で、効率的な固定子の製造方法およびその装置を提
供する。
【解決手段】1本の導線により成形された複数のコイル
２１及び渡り線２２を順次配列した相毎のコイルユニッ
ト２０から配列順序に基づいてコイルを取り出して配列
することで配列コイル群を形成する配列工程と、配列
コイル群と取り出すコイルとの間の渡り線が配列コイ
ル群と他のコイルユニットとの間の渡り線に対して同じ
側に配置されるようにコイルを取り出すコイルユニット
を他のコイルユニットに対して配置する配置工程と、コ
イルユニットのすべてのコイルを配列順序に基づいて
配列した配列コイル群を配列順序が維持された状態で
配設して固定子を製造する配設工程とを備えている。
【選択図】図４

2015-134883
5942236

コイルユニット配列装置 福井県 H02K 15/04
H02K  3/18

【課題】複数のコイルを同一導線により成形する際の
加工スペースをコンパクトにするとともに、その後の所
用相数のコイルユニットのコイルを渡り線の交差が生
じないようにモータ配設順に配列する配列作業が容易
で、効率的なコイルユニット配列装置を提供する。
【解決手段】複数相に対応する複数のコイルが相毎に
渡り線で接続されたコイルユニットの当該各コイルを所
定の配列順序で配列して配列コイル群を形成するコイ
ルユニット配列装置２８であって、前記コイルユニットを
支持する自転可能なコイルユニット支持体３３を備えた
保持部３１ａと、前記配列コイル群を支持する配列コイ
ル群支持体３５を備え、前記保持部３１ａに対し相対的
に回動する受け部３１ｂと、を備えたコイルユニット配列
装置２８を構成した。【選択図】図１

2016-135788
2016/7/8

加熱撹拌装置 学校法人金井
学園，関西電
力株式会社

B01F  15/06,
B01F  7/16,
B01F  7/18,
B01F  7/24,
C02F  11/04

【課題】装置の小型化および高い加熱効率を実現する
ことができる加熱撹拌装置を提供する。
【解決手段】加熱撹拌装置１００は、容器１３に収容され
た被処理物２０を加熱撹拌する。加熱撹拌装置１００
は、撹拌翼１と、回転軸２と、通電部１０と、給電部４と
を備える。撹拌翼１は、容器１３内に配置され、少なくと
も一部分に導電体部が形成されている。回転軸２は、
撹拌翼１に接続され、撹拌翼１を回転させる。通電部１
０は、導電体部と、導電体部の外周を覆う絶縁体とを
有する。給電部４は、容器１３外部に配置され、通電部
１０に高周波電流を供給する。容器１３内において、通
電部１０の少なくとも一部分は撹拌翼１の近傍に配置
される。
【選択図】図１



デバイス、装置

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2016-212976
2016/10/31

２次元光走査ミラー装
置の製造方法

国立大学法人
福井大学,
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  G02B  26/10 ,
  G02B  26/08 ,
  B81C   1/00  ,
  B81B   3/00

【課題】２次元光走査ミラー装置、その製造方法、２次
元光走査装置及び画像投影装置に関し、ミラー可動部
の構造を単純化し、且つ、小型化する。【解決手段】基
板上に２次元走査可能に支持された可動ミラー部を設
け、前記可動ミラー部に膜平面方向に磁化方向を有す
る硬質磁性薄膜を設けるとともに、前記可動ミラー部を
駆動する交流磁場発生装置を少なくとも含む磁場発生
装置を設け、前記硬質磁性薄膜の保磁力に対する前
記磁場発生装置が発生する磁場の比を０．２以下とす
る。【選択図】図１

2017-187884
2017/9/28

ステンレス鋼用腐食セン
サおよびその製造方法

福井県 G01N  17/04 【課題】ガルバニック電流を高出力化して高精度測定を
可能とするステンレス鋼用腐食センサおよびその製造
方法を提供する。
【解決手段】ステンレス鋼用腐食センサは、金属成分を
含む導電体からなるアノード電極部１と、アノード電極
部１と異なる金属成分を含む導電体からなるカソード
電極部３と、アノード電極部１とカソード電極部３との間
に形成された絶縁部２とを有し、アノード電極部１は、
少なくともカソード電極部３との間に炭化クロムを含む
腐食促進層１ａを有している。
【選択図】図１

2018-111
2018/1/4

加熱冷却撹拌装置 学校法人金井
学園，関西電
力株式会社

B01F  15/06,
B01F  7/18,
B01F  7/24,
B01F  7/16

【課題】高い加熱冷却効率および装置の小型化を実現
することができる加熱冷却撹拌装置を提供する。
【解決手段】加熱冷却撹拌装置１００は、容器２１に収
容された被処理物２０を加熱冷却しながら撹拌する。
加熱冷却撹拌装置１００は、容器２１内に回転可能に
配置された撹拌翼１と、容器２１内に撹拌翼１との間で
熱交換可能に配置された通電部１０と、容器２１外部に
配置され、通電部１０に電流を供給する給電部３と、容
器２１内に撹拌翼１との間で熱交換可能に配置され、
内部に冷媒１４を通流させる冷却管１３と、容器２１外
部に配置され、冷却管１３内に冷媒１４を循環させる冷
却部８とを備える。
【選択図】図１

2018-149488
2018/8/8

磁気分離装置 国立研究開発
法人物質・材
料研究機構，
学校法人金井
学園，国立大
学法人大阪大
学，株式会社
四国総合研究
所，荏原工業
洗浄株式会社

B03C  1/034,
B03C  1/00,
F22D  11/00,
G21F  9/28

【課題】流れを邪魔しないような堆積を作るマトリックス
の構造を持つ磁気分離装置を提供する。
【解決手段】複数本の針金間への堆積の現象に注目
し、流れを邪魔しないような堆積を作るマトリックスの
構造を検討した。針金を整列させ、針金の太さ、左右
前後間隔を最適化することで、前後の針金を渡る磁力
線により捕獲された粒子の堆積が前後の針金間に維
持される。また、超伝導磁石の強い磁場によりさらにそ
の堆積が強固に維持される。【選択図】図１



デバイス、装置

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2018-182309
2018/09/27

車輛型レーザ照射装
置、及びアーム型レー
ザ照射装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター，
関西電力株式
会社，
日本原子力発
電株式会社，
北陸電力株式
会社

B23k  37/02,
B08B  7/00,
B23k  26/082,
B23k  26/36，
B23k  26/00

【課題】　対象物にレーザ光を照射して付着物の除去
や表面改質などを行えるだけでなく、装置の軽量化及
び小型化が容易で、しかも、低コストで製造が可能な
車輛型レーザー照射装置、及びアーム型レーザ照射
装置を提供する。
【解決手段】　車輛型レーザ照射装置の装置本体Ｃを、
クローラまたはタイヤを備えた走行機構１と；この走行
機構１を駆動させて装置本体Ｃを前後方向に移動させ
る駆動モータ２と；この駆動モーター２に接続されて装
置本体Ｃの移動速度を制御するモータ制御部３と；レー
ザ光Ｌを出射可能なレーザ光源Ｌを装置本体Ｃの下方
に向けて左右方向に一定速度で往復走査する一次元
ガルバノスキャナ５とを含んで構成した。【選択図】図１

2019-052179
2019/03/20

照明装置、照明方法お
よび照明システム

国立大学法人
福井大学

  H04N   7/18,
  H04N   5/74,
  H04N   5/225,
  H04N   5/232,
  G06T   1/00,
  H05B  47/00,
  G09G   5/00,
  G09G   5/10,
  G09G   5/28,
  G03B  21/00

【課題】文字を含む視対象の認識を容易にする。【解決
手段】文字を含む視対象の認識のし易さと視対象であ
る文字の大きさ、明るさ、およびコントラストとの関係の
少なくとも一部を反映した明視モデルを予め記憶して
おき、視対象の撮像画像から、視対象である文字の少
なくとも明るさとコントラストとを認識し、この視対象の
明視性を所望の範囲とするように、明視モデルを用い
て撮像画像から投影画像を生成する。この投影画像
を、プロジェクタを用いて視対象に投影することで、視
対象に投影画像を重畳し、少なくとも視対象のコントラ
ストを高める。【選択図】図１



環境、浄化

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2005-030858
2005/02/07

難分解性物質の分解
菌及びそれを用いた環
境の浄化方法

国立大学法人
福井大学

  C12N   1/12,
  B09C   1/10,
  C02F   3/00,
  C02F   3/34

【課題】芳香族化合物やハロゲン化有機化合物、染料
などの有害物質である難分解性物質を効率よく分解す
ることができる、日本国内で分離した新規な微生物を
提供すること。【解決手段】芳香族有機化合物等の環
境汚染物質に汚染された環境を改善するのに極めて
有効な新規な白色腐朽菌株、および当該白色腐朽菌
株を用いた低コストで二次廃棄物等の発生が少ない
環境汚染物質の分解方法の提供。【選択図】なし

2008-130914
2008/05/19

高速製錬可能な低温製
鉄法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

C21B  13/00
C22B   1/16
C22B   1/244
C22B   5/10
C21B  13/04

【課題】  製錬に要する還元反応時間を大幅に短縮す
ることができ、炉内ガス成分を調整する外部操作も不
要で、しかも、炉の耐久性が低下することもなく、製鉄
に必要な還元材の使用量および二酸化炭素の排出量
を大幅に低減することができる高速製錬可能な低温製
鉄法を提供すること。
【解決手段】  酸化鉄及び炭素を微細に粉砕して粉粒
化し、この粉粒状となった酸化鉄と炭素とを所定の割
合で混合した後、この混合粉体をそのまま或いは、纏
めて固めた固形状の形態で炉内に収容してガス排出
のみ可能な状態で約800℃～1200℃の温度で加熱保
持することにより一酸化炭素が高濃度の炉内雰囲気
下で鉄を精製した。

2010-150405
2010/06/30

ＳＦ６ガス回収装置、及
びＳＦ６ガス回収方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

C01B  17/45
B01D  53/04

【課題】  発電所、変電所、加速器施設等において使用
される高電圧機器の圧力容器または密封容器中に封
入されるＳＦ６ガス(絶縁ガス)を、外界に放出することな
く完全に回収して別容器に移送を行えるＳＦ６ガス回収
装置、及びその方法を提供すること。
【解決手段】  ＳＦ６ガスが封入された被回収容器１と；
この被回収容器１に接続され、槽内に吸着材が収容さ
れて成る低温吸着ポンプ５と；この低温吸着ポンプ５の
槽内を液体窒素温度まで冷却可能な冷却手段６と；前
記低温吸着ポンプ５の槽内を所定温度まで昇温可能
なヒーター装置７と；前記低温吸着ポンプ１に接続され
た油回転ポンプ４と；この油回転ポンプ４に直列的に接
続された移送用圧縮機３と；この移送用圧縮機３に接
続され、前記被回収容器１から低温吸着ポンプ５を経
由して移送されたＳＦ６ガスを収容可能な貯蔵容器２と
を含んで構成した。

2012-252738
2012/11/16

ＲＩセシウムの分離除去
方法、及びその装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G21F 9/32
G21F 9/14

【課題】　ＲＩセシウムで汚染された廃棄物からＲＩセシウ
ムを確実かつ安全に分離除去することができ、また、
大量の廃棄物を処理する場合でも大規模な保管施設
等が必要ないＲＩセシウムの分離除去方法とその装置
を提供すること。
【解決手段】　汚染廃棄物を高温炉で焼成し、熱的に安
定な塩である塩化セシウムを生成すると共に、この塩
化セシウムを炉内で揮発させて廃棄物から分離するス
テップと；この気体となった塩化セシウムを、塵埃・廃棄
物・残渣が滞留する炉中心上部や気体滞留部から高
温炉外に、排気パイプを通して冷却しつつ飽和蒸気圧
分だけ連続的に取り出すステップと；この取り出した気
体状の塩化セシウムを冷却して固体として回収するス
テップとを含み、これら連続的に平行して行われる各ス
テップが、高温炉内に投入した廃棄物中に存在する略
全量のＲＩ及びＳＩのセシウムが除去されるまで行うよう
にした。



環境、浄化

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2013-003519
2013/01/11

鉛含有ガラスからの鉛
の回収方法

国立大学法人
福井大学

  C22B  13/02,
  C22B   3/44 ,
  C22B   5/12 ,
  C22B   7/00

【課題】鉛を含有する光学レンズ、ブラウン管などの鉛
含有ガラスを高温に加熱する必要がなく、酸化鉛の蒸
気を系外に排出させずに鉛を容易に回収することがで
きる鉛含有ガラスからの鉛の回収方法を提供する。
【解決手段】鉛含有ガラスから鉛を回収する方法であっ
て、閉鎖系内で鉛含有ガラスをガラス溶融剤の存在下
で９００～１１００℃の温度に加熱することによって溶融
させ、得られた鉛含有ガラスの溶融物に一酸化炭素ガ
スを接触させ、当該鉛含有ガラスの溶融物中で析出し
た鉛を回収することを特徴とする。【選択図】図１

2013-008222 都市型洪水緩和システ
ム

学校法人金井
学園

E03F 1/00
E03B 3/03
E03B 3/02

【課題】本発明は、より高精度の局所降雨予想を行い、
この局所降雨予想を利用して局所的に雨水活用装置
システムを作動させ、現代の局所的ゲリラ豪雨による
町の洪水被害を効果的に抑制するための都市型洪水
緩和システムを提供することを目的とする。
【解決手段】本発明に係る都市型洪水緩和システム
は、受信装置および該受信装置から得た情報を解析
する制御装置を備える自動開閉バルブが、一般家庭、
事業所および公共事業等に設置した雨水タンクに取り
付けられて構成される雨水活用装置を、広域な町の各
所に配置した雨水活用装置システムと、大気の状態を
３次元局所大気情報Ａとして取得可能なプロファイラ
と、広域な気象情報Ｂを受信可能で、該気象情報Ｂ及
び前記プロファイラから得た３次元局所大気情報Ａに
基づいて局所降雨予想情報Ｃを計算可能なコンピュー
タ装置と、情報を発信する放送局と、を含む。
【選択図】図１

2015-041926
2015/03/04

酸化生成物の抽出方
法及び抽出システム

国立大学法人
福井大学

  G01N  31/00 ,
  C10M 175/00,
  C10M 133/12,
  G01N  33/30

【課題】機械又は設備で使用された油から、この油に含
まれる酸化防止剤が酸化した酸化生成物を抽出する
ことができる、酸化生成物の抽出方法と抽出システム
を提供する。【解決手段】抽出方法は、油から酸化生成
物を抽出する方法である。油は、基油と酸化防止剤を
含む。基油は、極性溶媒である。酸化防止剤は、極性
溶質である。酸化生成物は、酸化防止剤が酸化して生
成される。抽出方法は、混合工程と、ろ過工程を含む。
混合工程では、油と無極性溶媒が混合され、酸化生成
物が析出した、油と無極性溶媒を含む混合液が生成さ
れる。ろ過工程では、混合工程で生成された混合液
が、フィルタを通してろ過される。【選択図】図１

2015-246514
2015/12/17

トリチウムを含む汚染
水を処理する処理装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G21F　　  9/06，
B01D　　59/20

【課題】トリチウム汚染水を高効率に処理することがで
きる処理装置を提供する。
【解決手段】処理装置１は、トリチウムを含む汚染水（ト
リチウム汚染水）を処理する処理装置であって、トリチ
ウム汚染水を遠心分離処理して、トリチウム汚染水の
トリチウムの濃度を不均一化させる遠心機２と、トリチ
ウムの濃度が不均一化されたトリチウム汚染水のう
ち、トリチウムの濃度が他の部分よりも相対的に高い
濃度部分を分離する可動式隔壁板３と、可動式隔壁板
３によって分離された前記高濃度部分を抽出する汚染
水取出管４と、を有する。【選択図】　図１



環境、浄化

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2016-039520
2016/03/02

レアメタル含有ガラスか
らのレアメタルの回収
方法

国立大学法人
福井大学

  C22B   5/12,
  C22B  30/06,
  C22B  34/14,
  C22B  26/10,
  C22B  11/02,
  C22B  11/00,
  C22B  61/00,
  C22B   3/04

【課題】酸溶液、アルカリ溶液、塩化物などを使用しな
いでレアメタルを含有するガラス固化体などのレアメタ
ル含有ガラスからレアメタルを効率よく容易に回収する
ことができるレアメタル含有ガラスからのレアメタルの
回収方法を提供する。【解決手段】閉鎖系内でレアメタ
ル含有ガラスに含まれている二酸化ケイ素１００質量
部あたりの量が３０～５００質量部であるガラス溶融剤
およびレアメタル含有ガラスに含まれている二酸化ケ
イ素１００質量部あたりの量が３０～２００質量部である
重金属酸化物の存在下でレアメタル含有ガラスを９００
～１１００℃の温度に加熱することによって溶融させ、
得られたレアメタル含有ガラスの溶融物に一酸化炭素
ガスを接触させながら当該溶融物を６００～８００℃の
温度に冷却し、当該温度を維持することによってレアメ
タル含有析出物を析出させ、当該レアメタル含有析出
物を回収することを特徴とする。【選択図】なし

2016-207480 初期雨水除去装置とこ
れを備えた雨水タンク
装置、雨水タンク装置
の通信ネットワーク、初
期雨水除去方法

学校法人金井
学園

E03B 3/03
G01F 23/26

【課題】清浄な雨水を自動的に状況判断して取水可能
な次世代型の初期雨水除去装置を提案する。
【解決手段】初期雨水除去装置は、建造物への降雨水
を排水するために建造物の屋根の下方に取付けた竪
樋と雨水タンクとを中継し、注水口２４から雨水タンク
へ注水し得る貯留方式の初期雨水除去装置であっ
て、排水口２６からの水位を測定可能な、通信装置を
備えた水位センサ５０と、水位センサ５０と送受信可能
なコンピュータ７０と、コンピュータ７０から受信した信号
により排水口２６を開閉可能な排水手段６０とを備え、
水位センサ５０は、本体１０に貯留した雨水の水位を感
知してコンピュータ７０に水位を送信し、コンピュータ７０
は、水位に応じて、排水手段６０に開口信号又は閉口
信号を送信し、排水手段６０が受信した信号に応じて
排水口２６を開閉して、雨水の貯水・排水を行う。
【選択図】図１

2017-001480
2017/01/07

鉛含有ガラスからの鉛
の回収方法

国立大学法人
福井大学

  C22B  13/02 ,
  C22B   7/00

【課題】鉛を含有する光学レンズ、ブラウン管などの鉛
含有ガラスを高温に加熱する必要がなく、酸化鉛の蒸
気を系外に排出させずに鉛を容易に回収することがで
きる鉛含有ガラスからの鉛の回収方法を提供する。
【解決手段】閉鎖系内で鉛含有ガラスから鉛を回収す
る方法であって、一酸化炭素を発生する物質を耐熱性
容器Ａ内に入れ、耐熱性容器Ａとは別に耐熱性容器Ｂ
を用意し、耐熱性容器Ｂ内に鉛含有ガラスおよびガラ
ス溶融剤を入れた後、耐熱性容器Ｂを耐熱性容器Ａ内
に入れ、耐熱性容器Ａの開口部を密閉した状態で当該
鉛含有ガラスが当該ガラス溶融剤の存在下で９００～
１１００℃の温度に加熱されるように耐熱性容器Ａを加
熱することによって当該鉛含有ガラスを溶融させ、得ら
れた鉛含有ガラスの溶融物に前記一酸化炭素を発生
する物質から発生した一酸化炭素ガスを接触させ、当
該鉛含有ガラスの溶融物中で析出した鉛を回収するこ
とを特徴とする。【選択図】図１
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2019-237037
2019/12/26

前処理方法、白金族金
属の抽出方法、および
白金族金属の抽出シス
テム

国立大学法人
福井大学

  C22B  11/00,
  C22B   3/04,
  C22B   3/26,
  C22B   3/02,
  B01J  38/00,
  B01J  38/64,
  B01J  38/50,
  B01J  38/68,
  B01J  23/44

【課題】廃触媒およびスクラップ中の白金族金属を、水
性溶媒により効率的に抽出する方法を提供する。【解
決手段】本発明の前処理方法は、白金族金属を含む
原料と、アルカリ金属の炭酸塩または水酸化物と、酸
化物との混合物を加熱して、加熱産物を得る工程、お
よび／または、上記原料と、アルカリ金属の炭酸塩ま
たは水酸化物と、酸化物との混合物を加熱して得られ
た加熱産物を水性溶媒に溶解して、溶解液を得る工
程、を含む。【選択図】なし

2019-97332
2018/5/26

旋回流自動洗浄式雨
水タンクとこれを用いた
旋回流自動洗浄式雨
水タンク装置およびそ
の組立方法

株式会社日盛
興産，学校法
人金井学園

E03B   3/03,
E03B  11/02,
B65D  90/00

【課題】タンク内の貯留雨水に十分な旋回流を発生さ
せてタンク内に流入したゴミを集め、オーバーフロー水
と共にタンクの上方から流し去る雨水タンクを提供す
る。
【解決手段】上底部１２側面部１４最深部を有する凸型
下底部１６からなる本体１０の側面部１４に配置した導
入口２０と、その下方に排出口２２を配置し、凸型下底
部１６の最深部を鉛直下方向に突出して支持する雨水
タンクであって、雨水タンクの内部に、一端を導入口２
０に接続されて側面部１４又は凸型下底部１６の内壁
近傍に配置され、導入口２０から導入された雨水を旋
回させて他端の導出口から雨水タンクの内部に導出
するスパイラル管３２と、排入口４２が凸型下底部１６
の最深部近傍に配置され、接続口が排出口２２に接続
されたオーバーフロー管４０とを備え、導入口２０からス
パイラル管３２を介して最深部近傍まで案内された雨
水を、オーバーフロー管４０を介して排出する。
【選択図】図１

2020-62967
2020/03/31

セル連結型雨水貯留装
置及びその洗浄方法

学校法人金井
学園

E03B  　3/03
E03B    3/02
E03B   11/02
B65D   90/00

【課題】可貯留水量、要求水質（散水、トイレ洗浄水、飲
用水等）に柔軟に対応でき、貯留槽内の洗浄が容易
で、狭小地や不定形地など設置場所の条件に柔軟に
対応して設置できる中型雨水貯留槽を提供する。
【解決手段】底部に排水口５５が設けられ外部から雨
水を導入する導入口５２が設けられた水槽５１を備え、
内部の水槽５１と外部とが外壁で画され、導入口５２
と、排水口５５と、貯留水を吸水するための吸水口５８
と、逆止弁５７が取り付けられた連通口５６とが外壁に
穿設され、水槽５１と外部とを接続するセル５０が、Ｎ個
連結され、隣接する第ｋセル５０と第（ｋ＋１）セル５０
が、夫々の連通口を介して連結されて通水可能であ
り、第ｋセル５０の連通口に取り付けられた逆止弁５７
により第（ｋ＋１）セル５０から第ｋセル５０への貯留水の
逆流を防いで、第１セル５０から第Ｎセル５０方向に一
方向に雨水を流すように構成した。
【選択図】図１

2020-63849
2020/03/32

除染剤 学校法人金井
学園，
太平電業株式
会社

G21F    9/28 【課題】使い勝手のよい除染剤を提供すること。
【解決手段】被除染表面に付着した放射性物質を除去
するためのゲル状の除染剤において、グアガム、タラ
ガム、コンニャク粉の少なくとも１ つと、ホウ砂と、還元
性単糖・少糖と、に加え、さらに、塩化コバルト（ Ｉ Ｉ ） を
含ませる。
【選択図】なし
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2005-083724
2005/03/23

光ファイバセンサ装置 国立大学法人
福井大学

  G01B  11/16,
  G01K  11/12

【課題】光ファイバに多数個のセンサを設けることが可
能で、短距離から長距離まで広範囲に測定することが
でき、かつ、低価格で汎用性のある光ファイバセンサ
装置を提供する。【解決手段】監視対象２の歪を、光
ファイバ１１によって検出する光ファイバセンサ装置１
において、光ファイバ１１のコア１１ａ内に設けられた一
枚ないし複数枚の屈折率変化によるフレネル反射板１
２ａ，１２ａを前記軸線に対して直交するように対向配置
した一つ又は複数の歪センサ部１２と、この歪センサ部
１２を監視対象２の歪測定部位に取り付ける取付部材
２１と、この歪センサ部１２に向けて単一波長の光を照
射する光源ＬＤと、反射板１２ａによって反射された光を
受光する受光部ＰＤと、この受光部ＰＤによって受光さ
れた反射光の強度変化の有無から、監視対象２の歪
の有無を判断する信号処理部１５とを有する。【選択
図】図１

2005-102369
4273233

感圧センサーシート 福井県 G01L   5/00 課題】感圧フイルムや感圧シートで、２次元平面での圧
力分布の経時変化を計測するセンサー機能と感圧セ
ンサー構造体を使用する場合の曲面への適応性、表
面の平滑性、センサー構造体の一体化等の施工性・
加工性の両特性を満たす。
【解決手段】圧縮特性と圧縮回復特性を保有する多層
構造繊維構造体の上面部および下面部の両面に導電
性を有する導電糸を配置し、多層構造シートを押圧し
たとき、多層構造の上面部および下面部を一定間隔に
保つ連結部が圧縮され、上面部および下面部に配置
した導電糸が接触する。この時両面の導電糸間の電
気抵抗が変化し、この電気抵抗変化を検知することで
多層構造シート表面への圧力が検知できる。感圧セン
サーシートを構成する多層構造繊維構造体の製造時
に導電糸を同時に製織、製編もしくは縫製する。【選択
図】 図３

2005-124303
2005/04/21

電磁波出力測定装置 国立大学法人
福井大学

  G01R  29/08,
  H01Q  13/22

【課題】本発明は、導波管内を伝搬する電磁波のメイン
ビームに影響を及ぼすことなく本稼動中にリアルタイム
で電磁波出力を測定することができる電磁波出力測定
装置を提供することを目的とするものである。【解決手
段】高出力マイクロ波加熱装置は、高周波のマイクロ
波出力装置としてジャイロトロン１、出力されたマイクロ
波を所望の方向に伝搬させるコルゲート導波管２及び
内部に被加熱物が設置されたアプリケータ３を備えて
いる。そして、コルゲート導波管２に隣接して電磁波出
力測定装置４が配置されている。コルゲート導波管２
には管軸方向に沿って複数の孔部が形成されており、
これらの孔部から外部に漏出した電磁波が干渉して形
成された平面波をアンテナ部４０で測定してコルゲート
導波管２内の出力を算出する。【選択図】図１

2006-284361
2006/10/18

路面のすべり摩擦予測
方法及び装置並びにそ
のプログラム

国立大学法人
福井大学

  G01W   1/10,
  G08G   1/00

【課題】本発明は、路面状態を路面雪氷層の熱収支モ
デル及び氷・水・空気収支モデルによりモデル化して
各モデルの同時連成解析よる定量評価を行うことで、
路面のすべり摩擦係数を予測することが可能な路面
のすべり摩擦予測方法及び装置並びにそのプログラ
ムを提供することを目的とするものである。【解決手
段】気象条件及び交通条件に関する予測データ等を設
定し（Ｓ１００、Ｓ１０１）、予め構築した熱収支モデルに
基づいて熱収支を計算する（Ｓ１０２）とともに、予め構
築した氷・水・空気収支モデルに基づいて各収支を計
算し（Ｓ１０３）、雪氷状態予測データを算出して（Ｓ１０
４）、算出された雪氷状態予測データに基づいて路面
のすべり摩擦係数を決定する（Ｓ１０５）。【選択図】図８



計測技術

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2006-352957
2006/12/27

摩耗ゲージ 国立大学法人
福井大学

  G01B   7/00,
  G01N   3/56

【課題】摺動部の摩耗量を段階的に正確に測定する摩
耗ゲージを提供する。【解決手段】産業機械の摺動部
材の摩耗を検知するための摩耗ゲージであって、摺動
部材に固定可能であり、先端部に間隔をもって配置さ
れた１以上の摩耗検知用ラインを備え、摺動部材の摩
耗に伴い前記１以上の摩耗検知用ラインが段階的に
摩滅する、絶縁板からなる摩耗ゲージ本体部を備え
る。【選択図】図１

2007-089175
4565109

感圧用繊維構造体 福井県 G01L   5/00
G01L   1/20

【課題】従来の広範囲の圧力を検知する感圧シートを
利用して圧力検知システムを構築するには、作業工程
が多く複雑であるために生産性が低く、さらに平滑性、
柔軟性等の不足により施工性も悪く用途も限定され
る。
【解決手段】圧力を検知する感圧センサー部分と配線
部分が一体化した感圧用繊維構造体を開発した。この
感圧用繊維構造体は、製造工程時に目的に応じた各
感圧センサー間の配線が可能であるため、製造工程
の省力化が図られ製造コストも大幅に低減できる。さら
に、感圧用繊維構造体は各センサー間を配線する導
電性接続糸からなる配線部とセンシング部を同一繊維
構造体内で構成できるので、柔軟性に優れているこ
と、取り扱いが容易であること、スケールアップが容易
である。さらには複数領域の圧力検知することおよび
同一構造体で異なる圧力を検知することも可能であ
る。【選択図】図１

2008-263901
2008/10/10

口笛音カウント装置 国立大学法人
福井大学

  G10L  11/00 【課題】所定の時間内に吹き鳴らす口笛の回数を検出
する為のカウント装置の提供。【解決手段】音声信号を
電気信号に変換するマイクロフォンと該電気信号を増
幅するマイクアンプ、ボリュームにて中心周波数を４５
０～３５００ＨＺの範囲内で変化させられるバンドパスフ
イルターを有し、そして、信号強度が閾値を超えた場合
には口笛音として判定することで点灯するランプを取
付け、ランプの点灯回数を表示する表示部を設けてい
る。【選択図】図１

2009-042092
5303759

圧電振動子の駆動装
置

福井県 B06B   1/06 【課題】本発明は、常に圧電振動子を共振点にて確実
に駆動することにある。
【解決手段】本発明は、圧電振動子１０と、これに高周
波駆動電圧を与える発振源５０を設け、圧電振動子１
０と並列に補正用コンデンサ２０を接続する。圧電振動
子１０に流れる電流と補正用コンデンサ２０に流れる電
流を、鉄心３０の芯線を中心に、互いに左右反対に回
転させることで、圧電振動子１０の寄生容量の影響が
打ち消され、電流位相が正確に計測されるので、制御
回路を用いて共振点で確実に駆動することが可能とな
る。【選択図】図１

2009-259334
2009/11/12

リング状ボース・アイン
シュタイン凝縮体とこれ
に生成するダーク・ソリ
トン、その生成方法及
びこれらを用いた外場
の測定方法

国立大学法人
福井大学

  G01D  21/00,
  G01R  29/08,
  G01R  33/02,
  G01B   7/30

【課題】リング状ボース・アインシュタイン凝縮体
（BoseEinsteinCondensate;以下「ＢＥＣ体」という）をプ
ローブとした電磁場、重力場、回転速度などの新しい
高感度計測装置を提供する。【解決手段】リング状ＢＥ
Ｃ体は、希薄原子気体からなる葉巻型ＢＥＣ体を真空
中にトラップし、前記葉巻型ＢＥＣ体の長径方向に光プ
ラグを導入して中空葉巻型ＢＥＣ体を形成し、前記中空
葉巻型ＢＥＣ体の中央のリング状部分にスライス光を
導入することによって該中空葉巻型ＢＥＣ体を該中央
のリング状部分に集中させることにより生成した。【選
択図】図４



計測技術

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2009-47165
2009/02/27

ビーム量測定機能に優
れたイオンビーム分析
装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G01N  23/225 【課題】  大気雰囲気下における試料分析において試
料の含有元素に左右されず精確な定量分析を行うこと
ができ、かつ、対象試料が複数ある場合でも迅速な分
析作業が可能で、しかも、構造も簡単で製造面でも有
利なビーム量測定機能に優れたイオンビーム分析装
置を提供すること。
【解決手段】  イオンビームＢを出射可能なビーム出射
装置１と前記イオンビームＢを大気雰囲気側に取出し
可能なビーム取出窓３とを、イオンビームＢが薄膜31
の枠近傍位置を通過するように配設すると共に、前記
Ｘ線強度測定器７の検知部71を、前記薄膜31のビーム
通過点近傍の枠部32外側に配置することによって、イ
オンビームＢの照射により試料Ｓから放出されるＸ線を
前記枠部32で遮断しつつ薄膜31からのＸ線だけを検出
して、そのＸ線強度からビーム量を測定可能とした。

2010-143517
2020/06/24

光分析装置の拡散反
射用アタッチメント

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G01N  21/01 【課題】  試料の微小部位の分析を行うことができ、ま
た検出光量の増大も可能で、透過光用の分析装置に
そのまま組み込んで使用することもでき、しかも、ミ
ラー数が少なく構造も非常に簡単な光分析装置の拡
散反射用アタッチメントを提供すること。
【解決手段】  光分析装置の光学アタッチメントＡにおい
て、光源からの入射光を反射集光する穴開き主鏡11
と、この穴開き主鏡11の前方に対向配置され、主鏡が
集光した光を開口部11aに向けて再反射して、反射光
を穴開き主鏡11の裏側に集光する小型副鏡12とを備
えた入射側光学系１と；この入射側光学系１の小型副
鏡12が集光する光の焦点部に試料Ｓを固定可能な試
料固定部２と；前記試料固定部２の前方に入射側光学
系１の穴開き主鏡11と逆向きに配置されて、試料Ｓか
ら放射された拡散反射光を反射集光する穴開き反射
鏡31から成る検出側光学系３とを含んで構成した。

2010-191747 導電ケーブルにおける
被覆絶縁体の劣化測
定装置および劣化測定
方法

学校法人金井
学園

G01N　22/02
G01N　22/00

【課題】ケーブルを切断する必要がなく、かつ、導電体
によってマイクロ波が吸収されることもなく、外周を被
覆する絶縁体の劣化および材料変質を高精度に測定
することができる導電ケーブルにおける被覆絶縁体の
劣化測定装置および方法を提供する。
【解決手段】ホールド部材２に保持されたケーブルC
が、マイクロ波空洞共振器１のピンホール１２の外側開
口部を密着状態に被覆可能である一方、ガン発振器３
から発振されたマイクロ波がサーキュレータ４により導
波管１１を介してマイクロ波空洞共振器１内に導入さ
れ、このマイクロ波の一部が前記ピンホール１２におけ
る外側開口部から漏出可能であって、この漏出したマ
イクロ波が、前記ホールド部材２に保持されたケーブ
ルCの絶縁体Aに照射され、かつ、導入されたマイクロ
波が当該マイクロ波空洞共振器１内において反射し
て、アンプ５によって増幅されてマイクロ波観測器６に
より検知して観測可能にする。【選択図】図４
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2010-47693
2010/03/04

高速中性子の線量分
布測定方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G01T   3/00
G01T   1/29
G21K   5/02

【課題】  加速器を用いた熱外(熱)中性子照射装置に
おいて、照射される熱外(熱)中性子に混入する高速中
性子の角度分布および強度の測定を迅速かつ低コス
トで行える高速中性子の線量分布測定方法を提供す
ること。
【解決手段】  ターゲットＴのビーム照射点Ｐから陽子
ビームＢの進行方向に所定距離離れた位置に、中性
子による核反応の閾値が0.1MeV以上の放射化箔Ｆ1を
基準として設置すると共に、この基準とした放射化箔Ｆ
1の鉛直方向、水平方向或いは斜め方向に、前記ビー
ム照射点Ｐを中心として一定距離、所定角度ごとに複
数の放射化箔Ｆ2・Ｆ3…を円周上に配置して、前記中
性子照射装置から中性子の照射を行った後、放射化
箔Ｆ1・Ｆ2…中に生成された放射性物質から放出され
る所定エネルギーのγ線の強度を測定して高速中性
子の角度分布及び強度を測定する点に特徴がある。

2012-137209
2012/06/18

摩耗センサ 国立大学法人
福井大学

  G01B   7/00 【課題】摺動部の摩耗量を段階的に正確に測定する摩
耗センサを提供する。【解決手段】産業機械の摺動部
材に先端部を向けて固定可能であり、摺動部材の摩
耗を検知するための摩耗センサであって、複数の回路
絶縁板が積層してなり、当該複数の回路絶縁板の
各々には、１本の摩耗検知用プリントラインが配置され
るとともに、複数の回路絶縁板内の所定の回路絶縁板
上における摩耗検知用プリントラインは、複数の回路
絶縁板内の他の回路絶縁板上における摩耗検知用プ
リントラインに対して、摩耗センサの先端部から積層の
方向と垂直な方向に所定のピッチをもって配置されて
おり、摺動部材の摩耗に伴い複数の回路絶縁板の
各々に形成された摩耗検知用プリントラインが、先端
部に近い摩耗検知用プリントラインから段階的に摩滅
することを特徴とする。【選択図】図１

2012-155368
2012/07/11

電磁波検出方法及び
電磁波検出装置

国立大学法人
福井大学,
学校法人金井
学園

  G01J   1/02   ,
  G02F   1/377,
  G01N  21/3581

【課題】構成が簡素で高感度にＴＨｚ光等の電磁波の検
出ができる電磁波の検出方法及び検出装置を提供す
る。【解決手段】電気光学効果を用いたＥＯサンプリン
グ法により電磁波を検出する電磁波検出方法におい
て、サンプリング光照射手段から照射されたサンプリン
グ光を非線形光学結晶に入射させ、電磁波照射手段
から照射された検出対象の電磁波を集束させて増強
し、増強した電磁波を前記非線形光学結晶に前記サン
プリング光の光軸に対してチェレンコフ位相整合角で
入射させ、位相整合された前記電磁波と前記サンプリ
ング光とを結合させて出力される和周波成分又は差周
波成分をヘテロダイン検波法又はホモダイン検波法で
検出するようにした。【選択図】図２

2013-066975
2013/03/27

アクチュエーターにおけ
る発生駆動力の評価方
法

国立大学法人
福井大学

  H02N  11/00 【課題】電圧の印加等によって本体部分が変形して駆
動力を発生させるアクチュエーターの発生駆動力を簡
単かつ正確に評価できる方法を提供する。【解決手
段】動力源の供給によって本体部分が変形して駆動力
を発生させるアクチュエーターの発生駆動力を評価す
る方法において、前記アクチュエーター１の本体部分
の変形方向と交叉する面に弾性部材２を密着させて配
置し、前記アクチュエーター１を駆動させて前記本体部
分とともに前記弾性部材２を変形させ、前記弾性部材
２の変形量を非接触で計測し、前記弾性部材２の変形
量と計測位置とから、前記弾性部材２の荷重とたわみ
の関係に基づいて前記アクチュエーター１の発生駆動
力を求めるようにした。【選択図】図１



計測技術

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2013-101840
2013/05/14

試料溶液の質量分析
方法及びその装置

国立大学法人
福井大学

  G01N  27/64,
  G01N  27/62,
  H01J  49/10

【課題】フリットを必要とせず、真空チャンバに試料溶液
を連続投入しながらリアルタイムで分析が可能な試料
溶液の質量分析方法を提供する。【解決手段】真空
チャンバ内に導入した試料にレーザー光を照射してイ
オン化させることで質量分析を行う分析方法におい
て、試料を含む試料溶液の貯留部から前記真空チャン
バまで試料溶液を供給する溶液導入管と、この溶液導
入管の先端から前記真空チャンバに前記試料溶液を
パルス射出する試料溶液のパルス射出手段とを準備
し、前記パルス射出手段により、前記溶液導入管の先
端から前記真空チャンバに試料溶液をパルス状に射
出し、前記真空チャンバにパルス状に導入された前記
試料溶液にレーザー光を照射して試料イオンを生成さ
せるようにした。【選択図】図１

2013-110067
2013/05/24

通過車両重量解析処
理装置及び方法

国立大学法人
福井大学

  G01G  19/03,
  G01G  19/02,
  G08G   1/02 ,
  G08G   1/015

【課題】本発明は、上述した従来技術の課題に鑑み、
少ないひずみ計により鋼床版上を通過する車両の軸
重を精度よく解析処理することができる通過車両重量
解析処理装置及び方法を提供することを目的とする。
【解決手段】通過車両重量解析処理装置は、縦リブ及
び横リブを備えた鋼床版を当該縦リブが橋軸方向に沿
うように設けた橋梁を通過する車両の軸重を解析処理
する通過車両重量解析処理装置であって、車両通過
時の縦リブ及び横リブのひずみを測定する測定部１
と、測定された縦リブのひずみに基づいて通過車両の
仮軸重値を算出するとともに測定された横リブのひず
みに基づいて算出された通過車両の車両重量値によ
り仮軸重値を補正して軸重値を算出する処理部２とを
備えている。【選択図】図５

2015-79747
2015/04/09

放射線モニタリングシ
ステム

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

A61N   5/10，
G01T 　1/29，
G01T 　1/20，
G01T 　7/00

【課題】放射線ビームの照射中にタアーゲットの照射野
の線量分布を即時的に把握することができる放射線モ
ニタリングシステムを提供すること。
【解決手段】ターゲットＴのビーム入射面に当接させて、
或いはビーム入射面近傍に隙間を空けて配置される
シンチレーター部材１と；このシンチレータ部材１に向け
て設置される撮像装置２と；この撮像装置２に対して通
信可能に接続された情報処理装置３とを含んで構成す
ると共に、前記情報処理装置３の記憶装置に、撮像装
置２から送信された前記シンチレータ部材１の発光動
画データから静止画像データを切り出し、その静止画
データの画素値に基いて発光強度分布データを生成
する画像処理プログラム、及び前記発光強度分布
データから予め設定された相関関係に基いて１照射当
たりまたは単位時間当たりの線量分布データを生成す
るデータ変換プログラムを導入して構成した。【選択
図】図１

2016-142817 放射線感応性ゲルイン
ジケータ、及びその調
整方法、及びその使用
方法、及びその処理方
法

学校法人金井
学園
株式会社
NUCLEAR
TECHNOLOG
Y
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G01T 1/04 【課題】　放射線の線量分布を可視化できるだけでな
く、機能面で必要となる反応性や非拡散性、再利用
性、並びに取り扱い面で必要となる安全性や廃棄処理
の容易性に優れ、しかも、短いスパンで再使用が可能
な放射線感応性ゲルインジケータを提供すること。
【解決手段】　放射線感応性ゲルインジケータを、ヨウ
化カリウムを加えた部分ケン化ＰＶＡ水溶液をゲル化さ
せて成るpH6超、pH8未満のゲル状体とし、更にゲル化
剤としてホウ砂、pH調整剤として還元性単糖類を含む
構成を採用した。
【選択図】　図１
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2016-145940
2016/07/26

顕微光応答法による結
晶成長層の界面評価
方法

国立大学法人
福井大学

  H01L  21/66 【課題】顕微光応答法の利用によるさらに高度な結晶
評価技術を得ることを目的とするもので、前記界面に
おける異なる物理現象を評価できるようにする。【解決
手段】界面にレーザー光を照射することによって得られ
た光応答スペクトルから二以上の障壁高さが存在する
と判断した場合に、各々の障壁高さ（ｑφＢ１，ｑφＢ
２，・・）によって光電子収率（Photoyield:Ｙ）が変位する
変位点（ｈνｓ）を境として、この変位点（ｈνｓ）と基礎
吸収の開始点（ｈνｂ）との間のｈνｓ＜ｈν１＜ｈνｂと
なる光子エネルギーｈν１のレーザー光Ｉと、ｈνｂ＜ｈ
ν２＜ｈνｐ（ｈνｐ：光電子収率Ｙのピーク値）となる光
子エネルギーｈν２のレーザー光ＩＩとを前記界面に照
射し、レーザー光Ｉ，ＩＩのそれぞれを前記界面に対して
走査させながら、レーザー光Ｉ，ＩＩのそれぞれについて
前記界面における二次元的な光電子収率Ｙの分布及
び／又は光電流像を得るようにした。【選択図】図４

2016-83769
2016/4/19

ＡＣＭ型腐食センサを
用いた海塩相当付着量
の算出方法

福井県 G01N  17/00 【課題】ＡＣＭ型腐食センサの電極表面に付着する海
塩相当付着量の計測において、ＡＣＭ型腐食センサ表
面に自然付着する付着塩分量とセンサの腐食電流出
力から環境因子を考慮した較正曲線を作成し、前記計
測を高精度化する方法を提供する。
【解決手段】大気中の海塩相当付着量を算出するため
の較正曲線であり、ＡＣＭ型腐食センサを用い、測定
対象環境に１０日から４０日の期間暴露した前記セン
サの湿度に対する電流出力と前記センサ表面の自然
付着した表面積当たりの塩化ナトリウム付着量の両者
から作成する。
【選択図】図１

2017-024485 生体信号処理装置、生
体信号処理システム、
および制御プログラム

国立大学法人
福井大学,
学校法人金井
学園

A61B   5/0476
A61B   5/024

【課題】従来よりも正確に個体の評価を行う。【解決手
段】生体信号処理装置（１０）は、１つの被験者（Ｈ）から
同時に測定された２つの生体信号のデータを取得する
データ取得部（１１）と、上記２つのデータから上記生体
信号の位相成分の差分を生成する位相差分生成部
（１３）と、上記差分に対してフラクタル解析を行い所定
の指標値を算出するフラクタル解析部（１４）と、を備え
る。【選択図】図１

2017-092144
2017/05/08

特徴量を用いた３次元
計測方法およびその装
置

国立大学法人
福井大学

  G01B  11/25 【課題】特徴量を用いた３次元計測方法およびその装
置を提供する。【解決手段】複数の投影部５Ａ、５Ｂから
投影されたパターンまたは前記パターンの変化の少な
くとも一方により得られた複数個の特徴量と空間座標
との関係を予め求め、特徴量と空間座標の関係を用
いて、計測対象物表面６に複数の投影部から投影され
たパターンまたはパターンの変化から得られた特徴量
から対象物表面の空間座標を求める。【選択図】図２

2017-170670
2017/09/05

スペックル画像を用い
る欠陥検出方法および
その装置

国立大学法人
福井大学

  G01B  11/30,
  G01N  21/88

【課題】スペックル画像を用いる欠陥検出方法およびそ
の装置を提供する。【解決手段】橋梁などのインフラ構
造物の場合は、高い頻度で自然に加振されることが多
く、レーザー光源と撮影装置のみの単純な構成で欠陥
検査ユニットを構成することができる。撮影装置により
撮像された画像は処理装置により処理される。このよ
うな構成であれば、小型の装置にすることも可能で、
持ち込んで三脚に立てることで、容易にレーザー光の
照射と撮影を行なうことができる。【選択図】図１



計測技術

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2018-037015
2018/03/02

電磁波検出方法及び
電磁波検出装置

国立大学法人
福井大学

  G01N  21/21,
  G01J   4/04,
//G01N
21/3581

【課題】簡単な構成で電磁波検出の感度を高めること
のできる電磁波検出装置の提供を目的とする。【解決
手段】ＥＯサンプリング法を利用して異なる二つの偏光
成分の検出光を検出する電磁波検出方法において、
前記検出光の偏光状態を表す偏光状態式の一部に係
数βを挿入することで、前記検出光の強度が１／β
（β＜１）倍となる前記偏光状態式の構成部分を求め、
当該構成部分に相当する前記偏光成分をβ倍に変換
するように偏光制御を行うようにした。【選択図】図２

2018-193762
2018/10/12

陰イオン検出方法およ
びそのためのキット

国立大学法人
福井大学

  G01N  31/00 ,
  G01N  31/22,
  G01N  30/95 ,
//C07D 323/00

【課題】高価な分析装置や電気を必要とせず、簡便か
つ迅速に、広範囲にわたる種々の陰イオンを検出する
ことが可能な、新規の陰イオン検出方法を提供する。
【解決手段】試料溶液に含まれ得る陰イオンを検出す
る方法であって、（Ａ）クラウンエーテル／アミン型ロタ
キサン化合物がクラウンエーテル／アンモニウム型ロ
タキサン化合物に変換する条件下で、クラウンエーテ
ル／アミン型ロタキサン化合物と試料とを接触させる、
接触工程、（Ｂ）前記工程（Ａ）後の混合物を、固定相上
で展開させる、展開工程、および、（Ｃ）前記工程（Ｂ）に
よって得られたスポットから、陰イオンを検出する検出
工程、を含むことを特徴とする、陰イオン検出方法。
【選択図】図１

2019-009215
2019/01/23

計測対象物の面外変
位分布や３次元形状を
計測する方法とその装
置

国立大学法人
福井大学

  G01B  11/00 ,
  G01B  11/25

【課題】比較的遠方に位置する測定対象物の面外方向
の変位の分布を、投光側と受光側とを略同軸に配置し
た状態で計測する方法およびその方法を用いる装置
を提供する。【解決手段】物体の表面に干渉縞を投影
し、投影された干渉縞の反射光を撮像手段で撮像する
計測方法において、前記干渉縞は、３方向から照射さ
れる可干渉の光波による干渉の原理に基づいて、３方
向から照射される光の照射方向に干渉縞が現れる領
域と現れない領域からなる３光束干渉縞が形成され、
前記３光束干渉縞により前記計測対象物の変位また
は３次元形状を計測する。【選択図】図１

2019-159253
2019/09/02

監視用湿度計測システ
ムおよび監視用湿度計
測方法

学校法人金井
学園，
ニューブレク
ス株式会社

GO1N    19/10
GO1D    5/353

【課題】光ファイバを利用して数１０ｋｍ範囲の土地での
環境変数の分布的計測を可能とする。
【解決手段】第１の光ファイバと、第１の光ファイバを環
状に覆うように設けられた湿度検知層と、を有する湿
度計測用光ファイバ、第２の光ファイバを有する参照
用光ファイバ、複数の光通信ケーブル、レーザ光を第
１および第２の光ファイバに入射し、入射したレーザ光
の第１および第２の光ファイバからの後方散乱光のブ
リルアン周波数シフトおよびレイリー周波数シフトを演
算して求めるとともに、所定の定数を記憶した信号処
理装置、を備えた監視用湿度計測システムを用いて、
ブリルアン周波数シフトから求めた初期湿度値、及び
レイリー周波数シフトから、基準となる参照用データ
と、目的とするターゲットデータとを計測し、これら２つ
のデータの差から求めた単位湿度当たりのレイリー周
波数シフト、を基に、現時点での湿度の値を求める。
【選択図】図１０



計測技術

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2019-193826
2019/10/24

接触状態維持方法並
びに接触状態維持装
置、これを備える鉄道
車両用パンタグラフお
よび列車

学校法人金井
学園，
国立大学法人
筑波大学

B60L  5/22
F16F  15/02

【課題】鉄道車両用パンタグラフの舟体と架線との離線
を防止または抑制し、効率的な電源供給を実現する。
【解決手段】この鉄道車両用パンタグラフ１０は、パンタ
グラフの舟体１１に、接触状態維持装置１００として、舟
体１１の固有振動数の個数を増やすように第二のばね
質量系２０が付加されるとともに、舟体１１とこれに付
加された第二のばね質量系とからなる振動系の高次
の固有振動数を、舟体１１に加わる周期的加振変位の
振動数に合わせるように、第二のばね質量系２０を構
成する付加質量および／またはその支持剛性を鉄道
車両２の走行速度に応じて変動させる。
【選択図】図１

2019-221099
2019/12/06

路面状態予測プログラ
ム及び情報処理装置

国立大学法人
福井大学

  G01W   1/10,
  G08G   1/00

【課題】予測時の路面状態に関わらず将来の路面状態
を予測する路面状態予測プログラム及び情報処理装
置を提供する。【解決手段】情報処理装置１は、利用者
によって設定される初期値情報１１３及び路面状態を
測定することにより得られる測定値情報１１４に基づい
て、路面の状態に応じて予め用意された複数のモード
を有するモード情報１１１からモードを選択し、計算過
程に伴い変化した情報に基づいて路面の状態をモード
情報１１１から選択するモード選択手段１０３と、当該選
択されたモードに関連付けられたパラメータ情報１１２
に定義されたパラメータ及び計算式を用いて、初期値
情報１１３、測定値情報１１４及び／又は気象予報値を
含む気象情報１１５に基づいて、路面状態の時間推移
を推定する路面状態予測手段１０４とを有する。【選択
図】図２

2020-027276
2020/02/20

テープ剥離試験装置及
びこのテープ剥離試験
装置を用いた付着性の
評価方法

国立大学法人
福井大学

  G01N  19/04 【課題】簡素な構成のテープ剥離試験装置及びこの試
験装置を用いた付着性の評価方法を提供する。【解決
手段】基台に着脱自在に取り付けられるガイド部材１２
１と、ガイド部材１２１に回転自在に支持され、粘着テー
プ１２２に押圧力を付与しつつ転動させて被検査体に
粘着テープ１２２を貼り付けるテープ貼着ローラ１２４
と、テープ貼着ローラ１２４を保持するテープホルダ１２
３とを有するテープ貼着ユニット１２と、基台に着脱自
在に取り付けられ、軸線方向Ｘに移動自在かつ回転自
在に支持され、被検査体に貼着された粘着テープ１２２
を巻き取りつつ剥がすテープ剥離ローラと、テープ剥離
ローラの軸線Ｘ方向への移動を案内するガイド及び粘
着テープ１２２の巻取り長さとテープ剥離ローラの移動
距離とが同じになるように、テープ剥離ローラを転動さ
せる転動手段とを備えたテープ剥離ユニットとを備え
る。【選択図】図１



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2004-236902
2004/08/17

摺動材 国立大学法人
福井大学

  F16C  33/12,
  F16C  33/14,
  F16C  33/20

【課題】本発明は、金属及び樹脂がバランスよく分布し
て安定した特性を有する摺動材を提供することを目的
とするものである。【解決手段】熱可塑性樹脂の表面に
金属メッキ処理により金属被膜を形成した多数の粉粒
体を互いに接合させて一体成形することで、内部に金
属をネットワーク状に形成させる。こうして作成された
摺動材は、摺動面に金属及び樹脂がバランスよく分布
して安定した耐摩耗性及び導電性を有するものとな
る。特に、水中軸受に用いることで、電気的な導通性
が安定して発揮されるようになる。【選択図】図１

2005-166205
2005/06/06

水の光還元体及びその
製造方法

国立大学法人
福井大学

  B01J  35/02,
  B01J  31/28,
  B01J  37/02,
  C01B   3/04,
//H01M   8/06

【課題】本発明は、従来に比べ水素生成効率を向上さ
せると共に簡単に製造することができる水の光還元体
及びその製造方法を提供することを目的とするもので
ある。【解決手段】本発明に係る水の光還元体１は、基
体２の表面に超臨界流体又は亜臨界流体の発泡作用
により多数の外部連通路３が形成されているので、外
部連通路３の内面を含めると表面積が格段に大きくな
り、基体に含有される光励起有機半導体４が外部から
照射する光を受けて活性化する効率が格段に向上す
る。そして、外部連通路３の内面に水還元触媒５を付
着させているので、光が照射される光励起有機半導体
４に近接して水還元触媒５が配置され、光励起有機半
導体４から水還元触媒５への電子の移動が容易とな
り、水素生成効率を格段に高めることが可能となる。
【選択図】図１

2005-195399
2005/07/04

中空微細線状金属酸
化物集積体及びその製
造方法

国立大学法人
福井大学

  C01G  23/053,
  B01D  39/20,
  B82B   1/00,
  B82B   3/00 ,
  B01D  39/14,
  B01J  20/04,
  B01J  20/06,
  B01J  20/10

【課題】本発明の目的は、多数の均一径状の中空微細
線状金属酸化物が平面方向に配列して集積している
中空微細線状金属酸化物集積体、及びその製造方法
を提供すること。【解決手段】多数の均一径状の微細
線状合成樹脂体３を平面方向に配列して集積させて
微細線状合成樹脂集積体４とし、次に、該微細線状合
成樹脂体集積体４を構成する微細線状合成樹脂体３
の周囲に有機金属化合物をコーティングし、その後、
有機金属化合物がコーティングされた微細線状合成樹
脂集積体４を高温加熱し、有機金属化合物を焼成して
微細線状合成樹脂体３を焼失させ、多数の中空微細
線状金属酸化物が平面方向に配列して集積した中空
微細線状金属酸化物集積体を得る中空微細線状金属
酸化物集積体の製造方法。【選択図】図５

2006-136988
2006/05/16

電気化学応答性多孔
質体

国立大学法人
福井大学

  C09K   3/00 【課題】フェロセン化合物のような電気化学応答性を有
する分子の機能を実際に利用するために、体積に対
する担持効率、安定性、耐久性の良好な技術手段を
提供する。【解決手段】無機多孔質体の表面水酸基が
反応修飾されて電気化学応答性分子が結合固定され
ている電気化学反応性多孔質体とする。【選択図】図２



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2006-205894
2006/07/28

シリカガラス材料 独立行政法人
国立高等専門
学校機構,
国立大学法人
福井大学

  C03C   3/06 ,
  C03B  20/00,
  C03C  17/245,
  H01J  61/30,
  H01J  61/35

【課題】活性金属またはそのハロゲン化物と高温状態
で直接接触するという条件下であっても、失透を発生し
がたいシリカガラス材料、および失透が発生しがたく、
長寿命化が図られた放電ランプを提供すること。【解決
手段】活性金属またはそのハロゲン化物と接触させて
使用する用途に用いられるシリカガラス材料であって、
活性金属またはそのハロゲン化物と接触する面に、金
属不純物含有量が１００ｐｐｂ以下であり、ハロゲン含
有量が１００～５０００ｐｐｍであるハロゲン含有シリカガ
ラス層が形成されていることを特徴とするシリカガラス
材料、その製造法および失透防止方法、ならびに活性
金属またはそのハロゲン化物が封入された発光管を
有する放電ランプの前記発光管の内面に前記ハロゲ
ン含有シリカガラス層が形成された放電ランプ。【選択
図】図１

2007-073058
2007/03/20

テルビウム含有ガラス 国立大学法人
福井大学

  C03C   3/23,
  C03C   3/253

【課題】優れたファラデー効果を発現し、ガラス転移点
が高く、ガラス構造が熱的に安定しているテルビウム
含有ガラスを提供すること。【解決手段】テルビウム、ケ
イ素およびゲルマニウムから選ばれた少なくとも１種の
元素、アルミニウムおよびバリウムから選ばれた少なく
とも１種の元素、酸素、およびフッ素を含有してなり、ケ
イ素およびゲルマニウムの合計量１モルあたりのテル
ビウムの量が０.２５モル以上であるテルビウム含有ガ
ラス、ならびに前記テルビウム含有ガラスが用いられ
てなる磁気光学デバイス。【選択図】図１

2007-233535
2007/09/10

グラフェンシートの製造
方法

国立大学法人
福井大学

  C01B  31/04 【課題】大面積のグラフェンシートを簡単に製造できる
方法を提供する。【解決手段】耐熱性の作業基板を準
備する工程と、グラフェンシートを構成する炭素の結晶
構造と同様の結晶構造の炭素を含有するグラフェン
シート形成面を、形成しようとするグラフェンシートの面
積に応じた寸法で前記作業基板上の所定位置に位置
決めする工程と、前記グラフェンシート形成面に、形成
されたグラフェンシートの丸まりを阻止するＣＮＴ化阻止
処理を施す工程と、前記グラフェンシート形成面を真空
中又は所定のガス雰囲気中で加熱し、前記グラフェン
シート形成面を構成する炭素以外の他の成分を除去
する工程とを有し、前記加熱時間と前記加熱温度とを
制御することで、前記グラフェンシート形成面に少なく
とも一層のグラフェンシートを形成した。【選択図】図１

2007-261188
2007/10/04

グラフェンシートの製造
方法

国立大学法人
福井大学

  C01B  31/04 【課題】幅や長さ、膜厚の調整が容易で、かつ、大面積
のグラフェンシートを簡単に製造できる方法を提供す
る。【解決手段】触媒金属層を形成した基板上に炭素
含有ガスを供給してグラフェンシートを形成するグラ
フェンシートの製造方法であって、所定の性質を有す
る基板を準備する工程と、この基板の少なくとも一面
に、少なくとも一つのライン状の触媒金属層を位置決
めして形成する工程と、前記触媒金属層を形成した前
記基板を容器内に収容するとともに、所定環境下で前
記基板を加熱する工程と、前記基板の少なくとも前記
触媒金属層を形成した面に、炭素含有ガスを供給する
工程とを有し、前記触媒金属層の基板からの高さを、
形成しようとするグラフェンシートの膜厚及び層数に応
じた高さとした。【選択図】図１



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2007-289785
5417631

熱可塑性樹脂複合材
料成形品の成形方法

福井県 B29C  43/52
B29C  43/18
B29C  43/36
B29K 101/12
B29K 105/06

【課題】本発明は、空隙がほとんどなく繊維分散
性のよい熱可塑性樹脂複合材料成形品を短時間で
成形反りを発生させることなく成形できる成形方
法を提供することを目的とする。
【解決手段】補強繊維材料に熱可塑性樹脂材料が
偏在する被成形材料を用いて、被成形材料に対す
る当接部において均一な厚さに形成された一対の
成形型体の間に被成形材料を配置し、被成形材料
の周囲から内部の気体が排気可能となるように被
成形材料の両側から成形型体により挟持して圧接
した状態に設定し、成形型体と密着するように当
接面が形成された一対の加熱プレス型体の間に成
形型体を設置し加熱・加圧処理し、成形型体と密
着するように当接面が形成された一対の冷却プレ
ス型体の間に成形型体を設置し冷却・加圧処理す
ることで、補強繊維材料中に熱可塑性樹脂材料を
含浸し一体化させ成形する。【選択図】図１１

2007-300002
5076053

熱可塑性樹脂多層補
強シート材及びその
製造方法、並びに熱
可塑性樹脂多層補強
成型品

福井県 B32B  27/12
B29C  43/18
B29C  43/20
B29K 101/12
B29K 105/08

【課題】本発明は、リサイクル性、耐衝撃特性に
優れる熱可塑性樹脂をマトリックスとした力学的
特性及びドレープ性に優れる熱可塑性樹脂多層補
強シート材、及び当該熱可塑性樹脂多層補強シー
ト材を効率よく製造するための方法、並びに当該
熱可塑性樹脂多層補強シート材を用いて成型され
た高品質性と力学的特性が維持された熱可塑性樹
脂多層補強成型品を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂多層補強シート材１
は、複数の補強繊維３ｆが所定方向に引き揃えら
れてシート状に形成された補強繊維シート材３及
び当該補強繊維シート材３の片面に付着した熱可
塑性樹脂シート材４により構成されている熱可塑
性樹脂補強シート材２１～２４が積層して形成さ
れ、かつ、前記熱可塑性樹脂シート材４と同一材
料である一体化用熱可塑性樹脂繊維束５によりス
テッチして縫合一体化されている。さらに、前記
補強繊維シート材３の補強方向がそれぞれ多軸と
なるように積層されている。【選択図】図１

2008-030058
5223130

熱可塑性樹脂補強
シート材及びその製
造方法、並びに熱可
塑性樹脂多層補強
シート材

福井県 B32B  27/12
B29C  43/18
B29C  43/20
B29K 101/12
B29K 105/08

【課題】本発明は、熱可塑性樹脂をマトリックス
とした、高品質で、力学的特性及びドレープ性に
優れる熱可塑性樹脂補強シート材、及びその製造
方法、並びに当該熱可塑性樹脂補強シート材を用
いて成型される高品質、ドレープ性が維持された
熱可塑性樹脂多層補強シート材を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂補強シート材１は、複
数の補強繊維２ｆがサイジング剤等により集束し
た補強繊維束２ｔを幅方向に複数本引き揃えシー
ト状とした補強繊維シート材２の片面に、熱可塑
性樹脂シート材３を、当該熱可塑性樹脂シート材
の溶融温度より低い温度で溶融又は軟化する接着
用熱可塑性樹脂材４によって付着させて構成され
る。そして、当該熱可塑性樹脂補強シート材を積
層して、当該接着用熱可塑性樹脂材により各層の
熱可塑性樹脂補強シート材を接着一体化させるこ
とにより熱可塑性樹脂多層補強シート材を得る。
【選択図】図３



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2008-185490
2008/07/17

バナジウム酸化物を
含有する可逆性感湿
材料、及びその製造
方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

G01N  31/22
G01N  31/00
G01N  21/77

【課題】  明瞭な変色による視覚的な湿度指示機
能に優れ、かつ、使用時において発色成分の揮散
もなく、更には、吸湿と加熱脱水を繰り返しても
再生不良が起こり難いバナジウム酸化物を含有す
る可逆性感湿材料およびその製造方法を提供する
こと。
【解決手段】  バナジウム酸化物を多孔質担体に
担持させた可逆性感湿材料において、前記多孔質
担体として非晶質シリカを使用すると共に、非晶
質シリカの平均細孔径を６nm以下とする技術的手
段を採用した。

2009-057219
2009/03/10

ターゲットの形成方法
及びその装置

国立大学法人
福井大学

  G21G   1/10 ,
  G21K   5/08,
//G21G   1/12

【課題】基板上に高効率でターゲットを形成することが
でき、かつ、肉厚も均一で高品質な仕上がり面を得る
ことのできるターゲット形成方法を提供する。【解決手
段】放射線の照射により放射性同位元素に変換される
性質を有する金属のめっき液１４中に基板１２と電極１
５とを挿入し、電極１５と基板１２との間に電圧を印加す
ることで基板１２に金属のターゲットを形成するター
ゲット形成方法において、電極１５及び基板１２をめっ
き液１４中に固定した状態で、基板１２の近傍からめっ
き液１４を吸引する工程と基板１２に向けてめっき液１
４を吐出す工程とを繰り返しつつ、電極１５と基板１２と
の間に電圧を印加する。【選択図】図２

2009-227346
5364908

織機部品の製造方法 福井県 C21D   9/46
C22C  38/00
C22C  38/18
D03C   9/04

【課題】本発明の目的は、未固溶の炭化クロムの
残留量をできるだけ抑制して耐食性を向上させた
耐食性ステンレス鋼の製造方法を提供することに
ある。
【解決手段】ステンレス鋼を熱Iだ圧延、焼純後冷
間圧延する熱処理工程と、熱処理されたステンレ
ス鋼を不活性ガス雰囲気中で950℃以上の温度で所
定時間加熱後焼入して炭化クロム量を0.3重量％未
満とする焼入処理工程と、焼入処理されたステン
レス鋼を不活性ガス雰囲気中で450℃以下の温度で
所定時間焼戻する焼戻処理工程とを備えている。
【選択図】なし

2010-073773
2010/03/26

表面改質された樹脂基
材の製造方法

国立大学法人
福井大学

  C08J   7/12 ,
  C23C  18/22

【課題】ただ単にフッ素ガスまたはフッ素ガスと不活性
ガスとの混合ガスで樹脂材料の表面を化学的に改質
するだけでなく、その表面を物理的に改質することによ
り、めっき皮膜などとの密着性に優れた表面状態を有
する樹脂基材を容易に製造することができる樹脂基材
の製造方法を提供すること。【解決手段】樹脂基材を
フッ素ガスと接触させ、当該樹脂基材の表面をフッ素
化させた後、アルコールを当該フッ素化された樹脂基
材の表面に接触させることを特徴とする表面改質され
た樹脂基材の製造方法。【選択図】図１



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2010-234838
5135614

複合材料用ドリル並
びにそれを用いた機
械加工方法及び機械
加工装置

福井県 B23B  51/00
B23B  51/08

【課題】繊維強化複合材料を少なくとも一部に含
む被加工材の穿孔加工において、バリ及び層間剥
離のほとんど発生しない高品質の穿孔加工を可能
にする複合材料用ドリルを提供することを目的と
する。
【解決手段】複合材料用ドリル１は、先端切れ刃
５が形成された先端部と、先端部の後端側に連接
して形成されるとともに先端側外径及び当該先端
側外径よりも大径の後端側外径の径差でテーパ形
状に形成されたテーパ部４と、テーパ部４の後端
側に連接して形成されるとともにテーパ部４の後
端側外径よりも大径の仕上げ加工径が形成可能と
なるように全体が同径に形成されたストレート部
３とを有し、テーパ部４の外周には、螺旋状にね
じれた外周切れ刃７が形成されて連続的に穿孔径
が大きくなるように設定されている。
【選択図】図１

2010-274776
2010/12/09

バルク超伝導体の臨
界電流密度制御方
法、及びアンジュ
レータ用バルク超伝
導体の製造方法

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

H01L  39/24
C01G   1/00
H01B  13/00

【課題】  バルク体全体の臨界電流密度の向上お
よび制御により疑似永久磁石等の性能を大幅に改
善でき、また、現存の加速器により実施可能で、
しかも、複数のバルク体の臨界電流密度のばらつ
きを抑制してアンジュレータの性能向上も図れる
バルク超伝導体の臨界電流密度制御方法、及びア
ンジュレータ用バルク超伝導体の製造方法を提供
すること。
【解決手段】  バルク状の第二種超伝導体に対
し、エネルギーが前記バルク体を透過可能な大き
さで、かつ、柱状欠損の生成閾値よりも低い粒子
ビームを照射して臨界電流密度の制御を行った。

2011-048415
2011/03/05

金属メッキ材料の製造
方法

国立大学法人
福井大学,
公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター

  C23C  18/20 【課題】マスキングテープを必要とせず、フォトリソグラ
フィー法を利用した電極の製造方法よりも効率よく金
属メッキ材料を製造することができる金属メッキ材料の
製造方法を提供すること。【解決手段】高分子材料を用
いて金属メッキ材料を製造する方法であって、前記高
分子材料として高分子電解質材料を用い、所定のパ
ターンを有するマスクを介して当該高分子電解質材料
の表面にイオン注入を行なった後、当該高分子電解質
材料に無電解メッキを施すことを特徴とする金属メッキ
材料の製造方法。【選択図】なし

2011-221420
2011/10/05

金属めっき皮膜を有す
るポリオレフィン系樹脂
基材の製造方法

国立大学法人
福井大学

  C23C  18/20,
  C08J   7/00 ,
  C23C  18/16,
  B32B  15/085

【課題】ポリオレフィン系樹脂基材に対する密着性に優
れた金属めっき皮膜を有するポリオレフィン系樹脂基
材の製造方法、および金属めっき皮膜、接着剤などに
対する密着性に優れた表面を有するポリオレフィン系
樹脂基材の製造方法を提供すること。【解決手段】ポリ
オレフィン系樹脂基材に金属めっきを施すことによって
金属めっき皮膜を有するポリオレフィン系樹脂基材を
製造する方法であって、純度が７０％以上のフッ素ガス
を用い、０．１～３ｋＰａの減圧下で当該フッ素ガスとポリ
オレフィン系樹脂基材とを接触させた後、当該ポリオレ
フィン系樹脂基材に金属めっきを施すことを特徴とする
金属めっき皮膜を有するポリオレフィン系樹脂基材の
製造方法。【選択図】図１



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2012-058387
5135616

熱可塑性樹脂多層補
強シート材及びその
製造方法、並びに熱
可塑性樹脂多層補強
成型品（分割）

福井県 B32B  27/12
B32B   5/00
B29C  70/10
B29C  43/18
B29K 101/12
B29K 105/08

【課題】リサイクル性、耐衝撃特性に優れる熱可
塑性樹脂をマトリックスとした、高品質で、力学
的特性及びドレープ性に優れる熱可塑性樹脂多層
補強シート材、及び当該熱可塑性樹脂多層補強
シート材を短時間で効率よく製造するための方
法、並びに当該熱可塑性樹脂多層補強シート材を
用いて成型された高品質性な熱可塑性樹脂多層補
強成型品を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂補強シート材２は、複
数の補強繊維３ｆが所定方向に引き揃えられて
シート状に形成された補強繊維シート材３を熱可
塑性樹脂シート材４の両面に付着させて構成され
ており、熱可塑性樹脂多層補強シート材は、熱可
塑性樹脂補強シート材２が積層して形成され、か
つ、熱可塑性樹脂シート材４と同一材料である一
体化用熱可塑性樹脂繊維束によりステッチして縫
合一体化されている。さらに、補強繊維シート材
３の補強方向がそれぞれ多軸となるように積層さ
れている。【選択図】図３

2012-150206
6085833

紙への無電解めっき
方法

福井県 C23C 18/20
C23C 18/32
C23C 18/38
C23C 18/42

【課題】
パラジウムや金、銀、白金などの高価な貴金属触
媒を用いることなく、簡便な手段により紙基材と
の密着性に優れためっき被膜を形成させることが
できる新しい技術を提供する。
【解決手段】
紙基材に対し、無電解めっき処理前にめっき金属
と同一の金属イオンを含有する水溶液に浸漬して
紙繊維の表面凹凸および内部に金属イオンを浸透
させ、更に化学還元処理により金属核を坦持させ
た後、無電解めっき処理を行う。紙繊維の表面凹
凸および内部に金属核を形成することにより、密
着性の良好なめっき被膜を得ることができる。
【選択図】なし

2012-156049
5250898

熱可塑性樹脂補強
シート材及びその製
造方法、並びに熱可
塑性樹脂多層補強
シート材（分割）

福井県 B32B  27/12
B32B   5/00
B29C  43/30
B29C  43/34
B29K 101/12
B29K 105/08

【課題】熱可塑性樹脂をマトリックスとした、高
品質で、力学的特性及びドレープ性に優れる熱可
塑性樹脂補強シート材、及びその製造方法、並び
に当該熱可塑性樹脂補強シート材を用いて成型さ
れる高品質、ドレープ性が維持された熱可塑性樹
脂多層補強シート材を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂補強シート材１は、複
数の補強繊維２ｆがサイジング剤等により集束し
た補強繊維束２ｔを幅方向に複数本引き揃えシー
ト状とした補強繊維シート材２と、補強繊維シー
ト材に付着されたマトリックス樹脂となる熱可塑
性樹脂シート材３と、熱可塑性樹脂シート材３の
溶融温度より低い温度で溶融又は軟化する接着用
熱可塑性樹脂材４とを備え、熱可塑性樹脂シート
材３の両面に補強繊維シート材２を付着させて構
成される。【選択図】図２



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2012-199288
5352911

光走査装置および光
走査方法

福井県 G02B  26/10
B23K  26/08
B23K  26/06

【課題】１つの光学部材の動作により光偏向角が
容易に制御可能であり、しかも構造が簡便であ
り、制度低下の原因となるモータの発熱による光
学部材の温度上昇が抑制可能となる光走査装置及
び光走査方法を提供することを目的とする。
【解決手段】光学部材１１の動作により光を走査
する光走査装置であって、光学部材１１と揺動側
磁性体１２が一体になって形成している揺動体１
４と、揺動体１４を揺動可能に保持する保持機構
及び前記揺動体が基準位置からずれた場合に基準
位置に復元する復元機構を有する保持手段１０
と、揺動体を揺動させる回動側磁性体２１を有し
た動作手段２０とを備えていることを特徴とする
光走査装置およびそれを利用したレーザ加工装
置。
　揺動体１４の揺動運動を非接触で誘起し、それ
に基づき光の偏向角の制御を行うことができる光
走査方法およびそれを利用したレーザ加工方法。
【選択図】図２

2013-046279
5476590

複合材料用ドリル並
びにそれを用いた機
械加工方法及び機械
加工装置

福井県 B23B 51/00 【課題】本発明は、穿孔加工時に切屑が盛り上が
るように溶着固化することを抑制し、被加工材に
バリや層間剥離を発生させずに穿孔加工可能な複
合材料用ドリルを提供することを目的としてい
る。
【解決手段】複合材料用ドリル１は、先端切れ刃
５が形成された先端部と、先端部の後端側に連接
してテーパ形状に形成されたテーパ部４と、テー
パ部４の後端側に連接してテーパ部４の後端側外
径よりも同径以上の仕上げ加工径を形成する同径
のストレート部３とを有し、テーパ部４の外周に
は、螺旋状にねじれた切屑排出溝６が形成されて
いるとともに切屑排出溝６のストレート部３側の
端縁に沿って外周切れ刃７が形成されて連続的に
穿孔径が大きくなるように設定されている。【選
択図】図１

2013-148262
6295495

アンモニウム塩の合
成法および合成した
アンモニウム塩に多
糖類を含有した組成
物

福井県 C07C 209/00
C07C 211/00
C07D 214/00
C08B   1/00
C08B  37/00

【課題】  本発明は、第四級アンモニウム塩を含
むアンモニウム塩をこれまで知られた例より短時
間で作る合成法を提供すること、アンモニウム塩
とセルロースやキチン等の多糖類を含有した新た
な組成物を提供することにある。
【解決手段】  第四級アンモニウム塩を含むアン
モニウム塩をこれまで知られた例より短時間で作
る合成法を提供し、アンモニウム塩とセルロー
ス、キチン等の多糖類を含有した新たな組成物の
製造方法を提供することによる。



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2014-015314
2014/01/30

界面制御機構及び界
面制御方法

国立大学法人
福井大学

  G02F   1/19 【課題】本発明は、作用電極に接する２種類の液体の
間の界面の形状を変化させる場合に作用電極に印加
する電圧を低電圧にすることができるとともに高速で
制御することができる界面制御機構及び界面制御方
法を提供することを目的とする。【解決手段】作用電極
Ｅに接するように配置された第一液体Ｗ及び第一液体
Ｗと不混和性を有する第二液体Ｏの間に形成された
界面Ｎ３の形状を制御するため、第一液体Ｗに、第二
液体Ｏに対して難溶性で作用電極Ｅの電極面に吸着し
て酸化還元される反応物質Ｃと、反応物質Ｃの支持電
解質として機能するイオン性の界面活性剤Ｋとを溶解
し、第二液体Ｏに、界面活性剤Ｋを溶解し、反応物質Ｃ
の酸化還元反応が可逆的に生じるように作用電極Ｅに
電圧を印加して第二液体Ｏ内の界面活性剤Ｋが電極
面に吸着又は脱離することで界面Ｎ３の形状を変化さ
せる。【選択図】図１

2014-051241
5736560

積層成形体 福井県 B32B   5/28
C08J   5/04

【課題】繊維補強複合材料であって、薄い繊維補
強層の層間に薄い樹脂層を積層するとともに良好
な強度特性を有する積層成形体の提供。
【解決手段】積層成形体１は、マトリックスとな
る熱硬化性樹脂材料中に補強繊維材料が分散して
いる厚さ２０～８０μｍの繊維補強層ＳＲ１～Ｓ
Ｒｎを積層し、繊維補強層を積層した積層部分
（例えば、上側のＳＲ１及びＳＲ１の積層部分）
と、繊維補強層の層間に樹脂層を積層した積層部
分（例えば、上側のＳＲ２、ＴＰ１及びＳＲ３の
積層部分）とを含んでいる。
【選択図】図１

2014-066117
6364642

着色用材料の着色方
法

福井県 C25D 11/04 【課題】 本発明は見る角度によっても色調が変化
せず、様々な種類の色に均一に着色可能な金属ガ
ラスからなる着色用材料と着色材、および、その
着色方法を提供する。
【解決手段】本発明に係る着色用材料は、アルミ
ニウムが表面に存在し、陽極電解処理によって表
面に多数の微細な孔を形成し、該孔の中や表面
に、着色媒体を吸着あるいは塗布することによ
り、様々な色に均一に着色可能であることを特徴
とする。また、本発明に係る着色材は、アルミニ
ウムが表面に存在する金属ガラスを、陽極電解処
理によって、該金属ガラス表面に多数の微細な孔
を形成し、該孔の中や表面に、着色媒体を吸着あ
るいは塗布することにより、様々な色に均一に着
色したことを特徴とする。さらに、本発明にかか
る着色用材料の着色方法は、アルミニウムが表面
に存在する金属ガラス表面を多孔質化するステッ
プと、該孔の中に着色媒体を吸着あるいは塗布す
るステップと、を含む。



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2014-066118
5663776

吸引方法及び吸引装
置並びにレーザ加工
方法及びレーザ加工
装置

福井県 B23K  26/16 【課題】開いた系に設置された対象物表面を臨界
圧力以下に減圧して吸引することができる吸引方
法および吸引装置並びにこれらを用いたレーザ加
工装置およびレーザ加工方法を提供することを目
的とする。
【解決手段】開いた系に設置された対象物３１と
吸引口２との間を所定の作動距離だけ離した状態
において、吸引口２と連通する減圧室１内部の圧
力を吸引口２から吸い込む気体の速度が臨界状態
となる臨界圧力以下となるように設定し、対象物
３１に向けて気体を噴出する噴出口３における気
体の噴出速度が噴出口３から噴出する気体の音速
で除した値であるマッハ数で0.2より大きくなるよ
うに設定し、噴出口３より気体を噴出するととも
に吸引口２により気体を吸引して対象物３１表面
と吸引口２との間に吸引口２を囲むように旋回流
を形成することで、吸引口２から対象物３１表面
までの前記旋回流の中心領域の圧力を臨界圧力以
下に減圧して吸引する。【選択図】図１

2014-159405
5779827

ロール曲げ加工方法
及び加工装置

福井県 B21D 5/14 【課題】加工機の状態や被加工材の曲げ特性の変
化により実際の加工形状が理論解（数値解析解）
と差が生じる場合においても対応可能な、押込み
ロール位置の導出方法を提供する。
【解決手段】ロールをピラミッド形に構成して、
被加工材を連続的に送り出しながら押込みロール
の操作量を変えることで、被加工材を曲げるロー
ル曲げ方法において、固定した押込みロールの位
置毎に、被加工材の曲率半径を計測して事前に曲
げ特性を把握し、設計形状から、押込みロールを
接触させるための操作量と曲率半径を求め、被加
工材を曲率半径に曲げるために必要な接触状態か
らの追加の操作量を、事前に把握した曲げ特性か
ら求め、接触させるための操作量と曲げるための
操作量を合算することで、押込みロールの操作量
を決定する。【選択図】図５

2014-257596
2014/12/19

グラフト化高分子基材
の製造方法

国立大学法人
福井大学

  C08J   7/18 ,
  C08F 283/02,
  D06M  14/26

【課題】本発明は、ポリマーラジカル生成効率の低い高
分子基材に対しても効率よくグラフト重合することがで
きるグラフト化高分子基材の製造方法を提供するもの
である。【解決手段】本発明に係る製造方法は、所定
の厚さの高分子フィルムからなる包装袋内に高分子基
材を収容した後内部を減圧して封止することで包装袋
を高分子基材に密着した密封状態に設定する密封工
程と、包装袋を密着した密封状態に設定された高分子
基材に対して放射線を照射する照射工程と、包装袋を
開封して水を含むラジカル重合性化合物溶液を所定
量注入した後内部を減圧して封止することでラジカル
重合性化合物溶液を充填した密封状態に設定する注
入工程と、ラジカル重合性化合物溶液を充填した密封
状態に設定された高分子基材を所定温度で所定時間
グラフト重合を行う後重合工程とを備えている。【選択
図】なし



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2016-137841
2016/7/12

金属／樹脂繊維テー
プ材織物及びその製
造方法、並びに金属
／樹脂繊維テープ材
織物積層材

福井県 B32B  15/14
D03D  15/02
D03D   1/00
D02J   1/18

【課題】大幅な製造工程や製造コストの増加を抑
えつつ、接着剤を用いずに、はく離を抑え、はく
離の伝播を防止し、ＦＲＰの表面及び内部に金属
箔を導入することができる金属／樹脂繊維テープ
材織物積層材及びその製造方法の提供。
【解決手段】金属材からなる金属層５とマトリッ
クス樹脂と複数の繊維からなる樹脂繊維層６とを
層状に付着させて一体化されている金属箔／樹脂
補強テープ材が経糸及び又は緯糸として少なくと
も一部に用いられた織り構造を備えており、金属
層５及び複数の繊維は長手方向の織りピッチより
も長く形成されている金属／樹脂繊維テープ材織
物４。
【選択図】図３

2017-252737
2017/12/28

変異型マルチ銅オキシ
ダーゼ

国立大学法人
福井大学

  C12N  15/09,
  C12N   9/04 ,
  H01M   4/90

【課題】熱安定性及び保存安定性に優れ、高い酸化還
元電位を得ることができる変異型ＭｃｏＰ及びそれを
コードする核酸、変異型ＭｃｏＰを含む電極材料、カ
ソード電極並びに燃料電池を提供すること。【解決手
段】（Ａ）配列番号：２において、４７０位のメチオニン残
基が疎水性アミノ酸残基に置換されたアミノ酸配列、
又は（Ｂ）配列番号：２に示されるアミノ酸配列と少なく
とも８０％の配列同一性を有するアミノ酸配列におい
て、配列番号：２の４７０位に対応する位置のメチオニ
ン残基が疎水性アミノ酸残基に置換されたアミノ酸配
列を含有し、マルチ銅オキシダーゼ活性を有する変異
型マルチ銅オキシダーゼ。【選択図】図１

2018-119349
2018/06/22

両親媒性高分子、およ
びその利用

国立大学法人
福井大学

  C08G  69/44 ,
  A61K   9/51,
  A61K  47/34,
  A61P  43/00,
  A61P  35/00,
  A61K  51/06 ,
  A61K  45/00,
  C08L  77/12,
  C08K   5/00 ,
//A61K  31/337

【課題】新規の両親媒性高分子等を提供することを目
的とする。【解決手段】親水性高分子鎖と、疎水性高分
子鎖とを有する、両親媒性高分子であり、前記親水性
高分子鎖が、下記の式（１）：【化１】（式中、Ｒは、直鎖
状もしくは分岐状である炭素数２～６の飽和もしくは不
飽和のアルキル基であり、ｎは、３０～２００である。）で
示される構造を含む高分子鎖であることを特徴とす
る、両親媒性高分子を提供する。【選択図】図１

2018-179664
2018/9/26

複合シート材料の製
造方法および製造装
置

福井県 B29B  15/10
B29C  43/52
B29C  43/20
B29C  43/58
B29C  70/06
B29C  70/50
B05C   9/12
B05C   9/14
B29K 105:06
B29L   9:00

【課題】本発明は、離型シート材や搬送用ベルト
などの副資材を使用せず、繊維材料に樹脂材料を
付着、半含浸または含浸させた長尺のシート状と
なった複合シート材料を得る製造方法及び製造装
置を提供する。
【解決手段】成形領域において間隔を空けて配置
された複数の加熱領域の周囲を前記樹脂材料の溶
融温度より低温となる冷却状態に設定し、前記成
形領域を繊維材料と樹脂材料から成る被成形材料
に接近又は接触もしくは接触後加圧させた後、前
記加熱領域を前記被成形材料に加圧させ、前記樹
脂材料を溶融させて前記繊維材料に付着、半含浸
または含浸させ、その後、前記加熱領域を前記被
成形材料から離間させる複合シート材料の製造方
法及び製造装置。
【選択図】図１



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2018-189770
2018/10/5

薄層プリプレグテー
プの自動積層方法及
び装置

福井県 B29C  70/38
B29C  70/34

【課題】本発明は、薄層プリプレグテープを用い
て効率よく自動積層を行うことができる自動積層
方法及び装置を提供することを目的とする。
【解決手段】薄層プリプレグテープの自動積層装
置１は、樹脂含浸状態での厚さが２０μｍ～８０
μｍの薄層プリプレグテープを複数積層して厚さ
の異なる積層テープを形成する予備形成部２と、
形成された積層テープを基体表面の積層領域に積
層させて成形する積層成形部３とを備えている。
【選択図】図１

2018-189771
2018/10/5

プリプレグテープの積
層装置及び積層方法

福井県 B29C  70/38
B29C  70/34

【課題】本発明は、高品質の積層体を効率よく自
動積層することができるプリプレグテープの積層
装置及び積層方法を提供することを目的とする。
【解決手段】薄層プリプレグテープの積層装置１
は、複数の薄層プリプレグテープを給送する給送
部２と、給送された複数の薄層プリプレグテープ
を搬送する搬送部３と、搬送された複数の薄層プ
リプレグテープを基体表面の積層領域にそれぞれ
接着させる積層ヘッド部４と、積層ヘッド部４を
積層領域に対して相対移動させる移動部５とを備
えており、積層ヘッド部４は、積層動作方向に配
列された複数のテープ積層部４ａ～４ｃと、テー
プ積層部４ａ～４ｃをプリプレグテープの幅方向
に位置調整する調整部４８とを備えている。
【選択図】図１

2019-157855
2019/08/30

半導体積層構造体の
製造方法及び半導体
積層構造体

国立大学法人
福井大学

  H01L  21/20,
  H01L  21/205 ,
  C30B  29/36,
  C23C  14/02,
  C23C  16/01

【課題】従来に比べて低転位密度の半導体層を形成す
る半導体積層構造体の製造方法及び半導体積層構
造体を提供する。【解決手段】半導体積層構造体の製
造方法は、基板１上にシングルドメインのシード層２が
臨界膜厚以下で積層される工程と、シード層２が積層
された基板１が熱処理されてシード層２との界面に犠
牲層３１が形成され、基板１とシード層２との結合を分
子間力を主とした結合とすることでシード層２が犠牲
シード層３０とされる工程と、犠牲シード層３０上に単元
素又は化合物の半導体結晶層４が成長される工程と
を含む。【選択図】図３

2020-022331
2020/02/13

接着構造体、接着構造
体の製造方法、および
異方性界面改質剤

国立大学法人
福井大学

  C09J 201/00,
  C09J 153/00,
  C09J   5/02,
  B29C  65/02

【課題】異なる樹脂を含む２つの樹脂部材の界面に沿
う方向における高い接着性を確保できる接着構造体を
提供する。【解決手段】接着構造体は、第１樹脂を含む
第１樹脂部材と、前記第１樹脂とは異なる第２樹脂を
含む第２樹脂部材と、前記第１樹脂部材および前記第
２樹脂部材の界面に存在する界面改質剤とを備える。
前記界面改質剤は、第１モノマーユニットの繰り返し構
造を含む第１部分と、第２モノマーユニットの繰り返し
構造を含む第２部分と、を備える共重合体である。前
記第１部分は、前記第１樹脂と親和し、前記第２部分
は、前記第２樹脂と親和する。前記第１部分の数平均
分子量Ｍｎ１は、前記第１モノマーユニットのホモポリ
マーの絡み合い点間分子量Ｍｅ１より小さく、前記第２
部分の数平均分子量Ｍｎ２は、前記第２モノマーユニッ
トのホモポリマーの絡み合い点間分子量Ｍｅ２より小さ
い。【選択図】なし



材料、素材、加工

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2020-026584
2020/02/19

光学活性化合物および
その製造方法、光学活
性化合物を含む配位化
合物、環状化合物、な
らびに中間体化合物

国立大学法人
福井大学

  C07D 493/18,
//C07B  61/00

【課題】複数の環構造を有する化合物において、分子
鎖が交差することで不斉場が形成された光学活性化
合物を提供する。【解決手段】光学活性化合物は、第１
ベース部と、第２ベース部と、前記第１ベース部と前記
第２ベース部とを連結する複数の架橋鎖と、を含む。
前記複数の架橋鎖は、第１架橋鎖、第２架橋鎖および
第３架橋鎖の少なくとも３つを含む。前記第１架橋鎖、
前記第２架橋鎖および前記第３架橋鎖のそれぞれの
一端は、前記第１ベース部が有する３以上の原子価を
有する３つの第１原子に結合する。前記第１架橋鎖、
前記第２架橋鎖および前記第３架橋鎖のそれぞれの
他端は、前記第２ベース部が有する３以上の原子価を
有する３つの第２原子に結合する。前記第１架橋鎖お
よび前記第２架橋鎖が交差するように重なることで不
斉場を生じている。【選択図】なし

2020-039762
2020/03/09

半導体量子ドットの分
離装置及び分離方法

国立大学法人
福井大学

  C01B  19/04,
  C09K  11/88 ,
  C09K  11/08,
  C09K  11/56,
  B82Y  40/00

【課題】常温環境下でナノスケールの中性粒子を制御
する半導体量子ドットの分離装置及び分離方法を提供
する。【解決手段】半導体量子ドットの分離装置１Ａは、
溶媒２中に流されたコロイド状半導体量子ドット２０に、
半導体量子ドット２０を光励起する波長のレーザー光１
０ｌＡを照射する光照射装置と、レーザー光１０ｌＡの照
射された半導体量子ドットに電場を印加する電場印加
装置の一部としての電極１１Ａを有し、光照射装置の
レーザー光１０Ａの照射範囲を一様に、電場印加装置
の印加する電場のポテンシャルを領域ＡＡにおいて局
所的とする。【選択図】図４



情報、通信

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2004-217916
2004/07/26

通信装置、および、通
信方法

国立大学法人
福井大学

  H04L  12/28 【課題】アナログデータに基づいたデータ送信が可能で
あって、通信システムの構成を簡素化可能な通信装置
を得る。【解決手段】ＬＡＮに通信可能に接続されると共
に、アナログデータをデジタルデータに変換するＡ／Ｄ
変換部１２と、Ａ／Ｄ変換部１２で変換されたデジタル
データを、物理層とデータリンク層とに対応する通信プ
ロトコルのみを用いて、ＬＡＮに接続される他の通信装
置に送信する送信制御部３０とを備える。【選択図】図
１

2005-096400
2005/03/29

情報処理システム及び
そのプログラム

国立大学法人
福井大学

  H04L   9/32 【課題】本発明は、互いに信用できない主体間におい
て個別情報として特定されないように情報を送受信・
処理・記録することができる情報処理システムを提供
することを目的とするものである。【解決手段】クライア
ント装置２の利用者のＩＤを含む複数のＩＤを発生させて
管理サーバ１に送信し、複数のＩＤに対応するパスワー
ドを管理サーバ１で抽出するとともに暗号キーｒを発生
させ、抽出されたパスワードを暗号キーｒとの排他的論
理和ｘを計算して暗号化処理し、暗号キーＫを発生させ
て暗号キーｒを暗号化し暗号キーＫとともにクライアント
装置２に送信する。クライアント装置２では、利用者の
パスワードと排他的論理和ｘとの排他的論理和を計算
し暗号キーを復号化する。復号化した暗号キーを暗号
キーＫで暗号化して暗号キーｒの暗号化情報と比較し
て管理サーバ１の正当性を判定する。一致した場合に
は復号化した暗号キーを管理サーバ１に送信してクラ
イアント装置２の正当性を判定する。【選択図】図２

2006-096692
2006/03/31

サービス取引システム
及びそのプログラム

国立大学法人
福井大学

  H04L   9/32,
  G06Q  30/00

【課題】本発明は、サービス利用者が個々の取引を自
分自身と関連付けられることなくサービス依頼すること
ができるとともにサービス提供者がサービス利用者の
利用料金の適正な総額を確実に算定することができる
サービス取引システムを提供することを目的とするも
のである。【解決手段】サービス提供装置１において生
成した取引識別情報をサービス利用装置２で取得し、
サービス取引ごとにサービス提供装置１に送信して署
名処理したものを次回のサービス取引に使用すること
で、サービス利用装置２の取引権限をチェックする。ま
た、サービス利用装置２で今回及び次回の取引識別
情報に基づいて生成した確認情報を送信してサービス
提供装置１で一次結合データを生成し、一次結合デー
タをサービス利用装置２に登録する。サービス取引ご
との一次結合データを集計して利用料金の合計額を
算出すると共に確認情報に基づいて集計の際の不正
操作を判定する。【選択図】図７

2010-97816
2010/04/21

物体の存在領域の検
知方法および物体検知
システム並びに無線送
受信集合装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター、福井県、
㈱ＦＡＣＥ、志
水英二

G06K  17/00
G06K  19/07
G06K  19/077
G06K  19/00

【課題】簡単な構成で物体の存在領域を検知すること。
【解決手段】電磁波の送受信が可能であり自らの識別
情報を送信することが可能なＲＦタグ１２を、ＲＦタグ１２
よりも大きく電磁波を透過させない遮蔽部材を用いた
支持部材１１の表面または周囲に配置しまたは埋め込
むことによってＲＦタグによる送受信の指向性を限定し
ておき、ＲＦタグ１２を互いの指向性が異なるように複
数配置し、ＲＦタグ１２との間で送受信が可能な無線検
知装置７を物体ＢＴとともに移動させ、無線検知装置７
によって受信されたＲＦタグ１２の識別情報に基づい
て、複数のＲＦタグ１２の指向性によって識別される複
数の識別可能領域ＥＳ１，２のうちのいずれの識別可
能領域ＥＳに物体が存在するかを検知する。



情報、通信

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2015-104696
2015/05/22

ハイドロゲル繊維の製
造方法

国立大学法人
福井大学

  D01F   4/00 ,
  D01D   5/04,
  D01D   5/34,
  D01F   9/04,
  D06M  11/00,
  C08B  37/04 ,
//A61L  27/00

【課題】コラーゲン等のハイドロゲル前駆体の高次構造
を変性させることなく、安全性の高いハイドロゲル繊維
を製造することが可能なハイドロゲル繊維の製造方法
を提供する。【解決手段】静電紡糸法による紡糸が可
能な水溶性ポリマーを溶媒に溶解させた溶液を鞘材
溶液とし、ハイドロゲル前駆体をフッ素系有機溶剤非
含有の溶媒に溶解させた溶液を芯材溶液として、前記
水溶性ポリマーが繊維化された鞘材繊維からなる鞘
部と、前記芯材溶液からなる芯部と、を有する芯鞘構
造の芯鞘繊維を静電紡糸法により生成する芯鞘繊維
生成工程(P2)と、生成した芯鞘繊維の鞘材繊維を除去
し、前記芯材溶液をゲル化させてハイドロゲルの繊維
を製造する芯材ゲル化工程(P3)と、を含む。【選択図】
図４

2016-011291
2016/01/25

熱収縮低減化ポリビニ
ルアルコール系繊維

国立大学法人
福井大学

  D06M  11/20 ,
  D06M  11/77,
//D06M 101/24

【課題】高温時熱収縮が低減化されたポリビニルアル
コール（PVA）系繊維及びその製造方法を提供する。
【解決手段】PVA系繊維に遷移金属化合物を含む溶液
で処理することで、PVA系繊維に緻密な構造を有する
スキン層が形成され、熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。遷移金属化合物を含む溶
液で処理した後、さらにケイ素を含む溶液で処理する
ことで、より効果的に熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。本発明の方法によれば、
ハロゲンビニルポリマーを使用することなく、安価で環
境にやさしい方法で熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。【選択図】図１

2019-090508
2019/05/13

繊維、不織布および繊
維の製造方法

国立大学法人
福井大学

  D01F   9/02,
  C08C   1/02,
  D04H   1/4382,
  D04H   1/728,
  D04H   1/4266,
  D01D   5/04

【課題】天然ゴムからなる微細な繊維、その繊維を含む
不織布および繊維の製造方法を提供することである。
【解決手段】本発明の繊維は、ナノオーダーまたはマイ
クロオーダーの平均繊維径を有し、且つ、天然ゴムか
らなる。本発明の不織布は、前記繊維を含む。本発明
の繊維の製造方法は、天然ゴムラテックスに水溶性ポ
リマーを添加して紡糸用ラテックスを得る工程と、前記
紡糸用ラテックスを紡糸して繊維を得る工程と、前記繊
維を洗浄して前記水溶性ポリマーを除去する工程とを
備える。【選択図】図１

2019-109456
2019/06/12

認証プログラム、認証
装置及び認証システム

国立大学法人
福井大学

  G06F  21/32,
  G06T   7/00,
  G06T   1/00

【課題】利用する機器の数に対する認証に要する工程
数を抑制する認証プログラム、認証装置及び認証シス
テムを提供する。【解決手段】眼鏡型認証装置１ｄは、
利用者５ａの装置の装着及び／又は取外しを検出する
装着検出手段１２０と、装着検出手段１２０の検出に基
づき当該装置の動作開始及び／又は停止を制御する
動作制御手段１２１と、利用者５ａの生体情報を取得す
る生体情報取得手段１２２と、生体情報取得手段１２２
の取得した生体情報に基づいて利用者５ａを認証する
認証手段１２３と、認証手段１２３が認証した利用者５ａ
に関連付けられた利用者情報１８１に基づいて被制御
装置３の動作を制御する被制御装置制御手段１２４と
を有する。【選択図】図１
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出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2020-020773
2020/02/10

複数ネットワークスライ
スの障害復旧システ
ム、障害復旧方法及び
バックアップ用ネット
ワークスライス作製プロ
グラム

国立大学法人
福井大学

  H04L  12/70,
  H04L  12/713,
  H04L  12/707,
  H04L  12/735

【課題】ネットワークスライシングによる複数ネットワー
クスライス環境において、障害発生時に切り替わった
バックアップ構成のノードやリンクの資源量が確保で
き、障害発生から短時間で安定して復旧できる複数
ネットワークスライスの障害復旧システム及び方法を
提供する。【解決手段】物理ネットワークと同一トポロジ
を有し、ノード又はリンクで障害が発生した場合に使用
される複数のバックアップ構成が生成され、該バック
アップ構成における障害部分を用いない迂回経路で通
信するための資源量が割り当てられるバックアップ用
ネットワークスライスを備え、障害時に影響を受ける
ネットワークスライスでは、バックアップ構成の各々に
対応する仮想バックアップ構成から障害部分を用いな
い構成が選択され、バックアップ用ネットワークスライ
スの資源を用いて迂回経路で通信が行われる。【選択
図】図１

2010-97816
2010/04/21

物体の存在領域の検
知方法および物体検知
システム並びに無線送
受信集合装置

公益財団法人
若狭湾エネル
ギー研究セン
ター、福井県、
㈱ＦＡＣＥ、志
水英二

G06K  17/00
G06K  19/07
G06K  19/077
G06K  19/00

【課題】簡単な構成で物体の存在領域を検知すること。
【解決手段】電磁波の送受信が可能であり自らの識別
情報を送信することが可能なＲＦタグ１２を、ＲＦタグ１２
よりも大きく電磁波を透過させない遮蔽部材を用いた
支持部材１１の表面または周囲に配置しまたは埋め込
むことによってＲＦタグによる送受信の指向性を限定し
ておき、ＲＦタグ１２を互いの指向性が異なるように複
数配置し、ＲＦタグ１２との間で送受信が可能な無線検
知装置７を物体ＢＴとともに移動させ、無線検知装置７
によって受信されたＲＦタグ１２の識別情報に基づい
て、複数のＲＦタグ１２の指向性によって識別される複
数の識別可能領域ＥＳ１，２のうちのいずれの識別可
能領域ＥＳに物体が存在するかを検知する。



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2003-193893
4025820

開繊繊維シートの製
造方法、および開繊
繊維シートの製造装
置

福井県 D04H   3/04 【課題】次の技術的課題を解決できる方法と装置
を提供する。  １．繊維が平行・均一な密度の開
繊繊維シートを製造する。  ２．開繊繊維シート
に熱可塑性樹脂が一様に含浸せるプリプレグシー
トを効率的に製造する。
【解決手段】シート状に流送される開繊繊維束群
の全幅を、交差方向へ断続的に局部押圧し、か
つ、幅方向に沿って直線的に進退摩擦して開繊繊
維シートを製造する。また、開繊繊維シートに同
幅の熱可塑性樹脂シートを帯熱溶融状態で会合さ
せて全面的に含浸させる。【選択図】  図６

2003-422572
4273187

テープ状繊維束を用
いた混繊繊維束の製
造方法およびその製
造装置

福井県 D02G   3/04 【課題】複数本の繊維束が連続して均一に混じり
合い、丸断面形態またはテープ状形態をした混繊
繊維束について製造することができる方法、およ
びそのための製造装置について提供する。
【解決手段】複数本のテープ状形態にある繊維束
を用いて、当該複数本のテープ状繊維束を重ね合
わせた後加撚を行う方法、当該複数本のテープ状
繊維束を重ね合わせて開繊した後加撚を行う方
法、当該複数本のテープ状繊維束を重ね折りして
開繊する方法、そして、当該複数本のテープ状繊
維束を重ね折りして開繊した後加撚を行う方法な
どを用いて混繊を行うことにより、複数本の繊維
束が単繊維レベルで均一に混繊した、丸断面形態
の混繊繊維束またはテープ状形態の混繊繊維束を
得る。【選択図】図１４

2005-005822
2005/01/13

複合シート体及びその
製造方法

国立大学法人
福井大学

  H01M   4/24,
  H01M   4/26,
  H01M   4/62,
//H01M   8/04

【課題】本発明は、水素吸蔵合金の微粉化に伴う脱落
を抑止するとともに容易に変形可能な複合シート体及
びそれを簡単な工程で製造することができる製造方法
を提供することを目的とするものである。【解決手段】
紙の原料となるパルプ等の繊維材料を水素吸蔵合金
微粉末３とともに分散させた溶液を漉き網に流し込ん
で溜め漉きと同様の手法でシート状に形成する。形成
されたシート体を乾燥させると、繊維材料同士が絡み
合って結合した繊維構造体２が形成されると共に、そ
の内部には水素吸蔵合金微粉末３が分散保持される
ようになる。繊維構造体２には、繊維材料の間に隙間
が多数形成され、優れたガス透過性を有している。ま
た、紙と同様に容易に変形可能であり、水素吸蔵合金
微粉末は繊維材料の間の隙間に係止されて脱落が防
止される。【選択図】図１



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2005-240569
2005/08/23

高分子繊維材料のメッ
キ前処理方法、メッキ
方法及び被膜形成方
法並びに導電性繊維材
料の製造方法

国立大学法人
福井大学

  C23C  18/30,
  D06M  11/83,
  D06M  23/00,
//D06M 101/16,
  D06M 101/36

【課題】本発明は、超臨界流体又は亜臨界流体を用い
ることで従来のエッチング処理が不要になるとともに簡
略化された工程でメッキ用金属触媒を高分子繊維材
料に付与することができるメッキ前処理方法及びメッキ
方法を提供することを目的とするものである。【解決手
段】反応室３０内に高分子繊維材料Ｍを配置し、供給
室３１内に有機金属錯体を投入する。高圧ボンベ１か
らシリンジポンプ２に液体二酸化炭素が供給されて所
定圧力に昇圧されて超臨界状態となった二酸化炭素
が反応器３に導入されると、供給室３１内で超臨界流
体と有機金属錯体とが混合して反応室３０に流下し、
撹拌装置３３により撹拌されて有機金属錯体が溶解し
ながら超臨界流体とともに高分子繊維材料に含浸す
る。反応器３に設けられたヒータ３２により反応室３０内
の温度を還元温度に設定することで、含浸した有機金
属錯体が還元されて材料表面にメッキ用金属触媒が
析出するようになる。【選択図】図１

2005-308393
4332606

繊維束の引き出し方
法及び繊維束引き出
し装置

福井県 B65H  57/14
B65H  57/04

【課題】ボビンから引き出された繊維束を、幅方
向折れ曲がりおよびねじれを生じさせることなく
繊維束幅を安定させて、所定の引き出し方向に収
束させる繊維束の引き出し方法及び装置について
提供する。
【解決手段】ボビンから繊維束の走行経路の下流
に向かい、凹状に湾曲形成された案内面を複数、
案内面の曲率半径が小さくなる順に、ある所要の
間隔をもって配置し、ボビンから引き出された繊
維束を案内面に順に接触させながら走行させるこ
とにより、ボビンから引き出された繊維束を幅方
向折れ曲がりおよびねじれを生じさせることなく
繊維束幅を安定させながら走行させ、繊維束の走
行方向を所定の引き出し方向に収束させる。【選
択図】図２

2006-518512
4740131

繊維束の開繊方法
と、その方法に使用
する装置

福井県 D02J   1/18 【課題】  本発明は、任意本数の高強度繊維束を
一挙に高速かつ簡便に開繊を行うことができ、し
かも構成繊維が幅方向へ平行かつ一様な密度に整
列した状態の高品質な開繊繊維束や開繊糸シート
を高能率に製造できる合理的な繊維束の開繊方法
と、その方法に使用する開繊装置を提供すること
を目的とする。
【解決手段】  本発明は、給糸体又は給糸クリー
ルから繊維束を送り出す一方、この繊維束に緊張
と弛緩との張力変化を交互に連続させ、こうして
張力変化を伴いながら移動する繊維束を、その移
動進路に沿って数珠繋ぎに配設された流体通流部
から成る流体通流開繊機構に架線状態で順々に移
動させ、これらの流体通流部を移動する際に前記
繊維束が流体との接触抵抗によって流体通過方向
へ撓曲され、かつ、当該接触抵抗を受けて繊維結
束が弛められて形成された当該繊維束の間隙に流
体を通過させて開繊作用を履歴させ、張力変化と
流体通過との相互作用によって繊維束を拡幅開繊
させて目的を達成するものである。【選択図】 図
１



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2007-047942
5103652

携帯バッグ 福井県 A45C   7/00 課題】本発明は、未使用時には折り畳んでコンパ
クト化できる携帯バッグに関し、簡単かつ迅速に
折り畳むことができ、また、バッグの一部を利用
して折り畳んだ状態を維持できる携帯バッグを提
供する。
【解決手段】布地を重ね合わせて形成されたバッ
グ本体１と、バッグ本体１の前面部と背面部の開
口辺部から上方に相対するように一定巾をもって
突出させた持ち手体５ａおよび５ｂから成り、
バッグ本体１および持ち手体５ａおよび５ｂには
プリーツ加工が一様に施され、持ち手体５ａおよ
び５ｂがジグザグに折り畳まれたバッグ本体１を
収納可能な形状を有し、収納した状態を維持する
留め具を備えた携帯バッグであること。【選択
図】図２

2008-153594
2008/06/11

紡糸方法並びにそれを
用いた繊維製造方法及
び装置

国立大学法人
福井大学

  D01D   5/08,
  D01F   6/00,
  D04H   1/728,
  D04H   1/736,
  D04H   1/43

【課題】レーザー光を熱可塑性樹脂に効率良く照射し、
溶融させて繊維を効率よく製造できる紡糸方法を提供
する。【解決手段】レーザービーム発生装置１から出射
されたレーザービームに基づいて光学系２によりライン
状のレーザー光を生成する。そして、生成されたライン
状のレーザー光を所定の照射ラインに沿って照射し、
熱可塑性樹脂材料からなる素材９を照射ラインを横切
るように供給ローラ１０により移動させながら照射ライ
ンで素材９を連続して加熱溶融する。素材９を電極部５
において高電圧を印加して帯電させることで、加熱溶
融された素材９の溶融部位を帯電させ、帯電による静
電力により多数の針状突出部を溶融部位に生成して
針状突出部より繊維をコレクタ８に向かって紡出させ
る。【選択図】図１

2009-124860
5326170

繊維束の開繊方法及
び開繊糸シート並び
に繊維補強シートの
製造方法

福井県 D02J   1/18
C08J   5/06

【課題】本発明は、集束本数が増加した繊維束に
対して繊維を均一に分散させて開繊幅が広く厚み
が均一で薄い開繊糸シートを形成することができ
る開繊方法を提供することを目的とするものであ
る。
【解決手段】繊維束の繊維が幅方向に移動可能に
設定された可動領域Ｍ内に、繊維束中に流体を通
過させることで繊維を撓ませながら幅方向に移動
させて開繊幅Ｗi（i=1,・・・,n）に開繊する開繊
領域Ａi及び前記開繊領域Ａiに対応して搬送方向
上流側に設定されるとともに開繊領域Ａiの繊維の
幅方向の移動に伴って繊維束の幅が末広がりに拡
張する拡張領域Ｂiからなる対の領域群Ｓiを配列
しているので、開繊領域Ａiで生じる繊維束の繊維
の分散による幅方向の移動現象を上流側の拡張領
域Ｂiに及ぼして繊維の予備開繊を行うことで繊維
を開繊領域Ａiで均一に分散させて開繊幅を所定幅
に拡大して厚みを均一化することができる。【選
択図】図１



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2009-150971
4813581

繊維束の開繊方法と
その方法に使用する
装置（分割）

福井県 D02J   1/18 【課題】繊維束を一挙に高速かつ簡便に開繊を行
うことができ、しかも構成繊維が幅方向へ平行か
つ一様な密度に整列した状態の高品質な開繊繊維
束や開繊糸シートを高能率に製造できる繊維束の
開繊方法と、その開繊装置を提供する。
【解決手段】給糸体１１から送り出されてくる繊
維束Ｔｍを、その移動方向とは交差する方向へ局
部的に屈伸させることにより、移動過程にある当
該繊維束の張力を緊張・弛緩・緊張・…と交互に
反復的に変化させ、こうして張力変化を伴いなが
ら移動する繊維束を、流体通流部３１ａへ架線状
態で移動させ、前記繊維束を流体通流部３１ａで
流体と接触させて流体通過方向へ撓曲させ、その
際生じた繊維束の間隙に当該流体を通過させて繊
維同士の間隔を幅方向に広げる繊維束の開繊方
法。【選択図】図１

2009-185426
5548868

アンテナ用布帛 福井県 H01Q   1/38
D03D   1/00
D03D  15/02
D03D  15/00
D02G   3/04
D02G   3/12
D02G   3/38

【課題】本発明は、通常の生地と同様に薄地で柔
軟性及び伸縮性を有するアンテナ用布帛を提供す
ることを目的とするものである。
【解決手段】アンテナ用布帛は、比誘電率が4以下
の繊維材料からなる地組織１と、芯糸に金属繊維
をカバーリング加工した抵抗が5Ω/m～15Ω/mの導
電糸からなるとともに地組織１に密着させるよう
に保持されたアンテナ線２とを備えている。地組
織１は、経糸及び緯糸を二重織により織成した織
物からなり、アンテナ線２は、上面側の織地に緯
糸とともに配列されて交差する経糸により上下か
ら挟持されるように密着保持されている。【選択
図】図１

2009-224962
5352795

e-テキスタイル用導
電糸およびそれを用
いた織編物

福井県 D03D  15/00
D02G   3/38
D02G   3/04
D02G   3/12

【課題】一般的な織物製織工程で製織可能な物性
でかつ電気抵抗が50Ω/ｍ以下の特性を有する導電
糸であり、さらにこの誘電糸を配線等に使用して
構成するe-テキスタイルが変形時も電気特性を維
持できる導電糸を提供する。
【解決手段】e-テキスタイル用導電糸を使用する
織物の主構成繊維素材と同等の物性を有する繊維
素材で芯部を構成し、その繊維素材のまわりを複
数の導電性繊維素材を用いて１ｍ間に3,000回以上
の巻き数でかつ、その表面積の50％以上を導電性
繊維が被うように螺旋状に巻き付けることで電気
抵抗が50Ω/ｍ以下であるe-テキスタイル用導電糸
を提供する。【選択図】図１



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2012-055351
5994077

複合糸及びそれを用
いた布帛並びに複合
糸の製造方法

福井県 D02G  3/38
D03D 15/00

【課題】電子部品等の物品を担持するとともに、
柔軟性、耐伸縮性及び耐屈曲性に優れた複合糸を
提供する。
【解決手段】複合糸は、繊維材料からなる糸本体
１、担持される小型の物品である電子部品２、電
子部品２の両側に取り付けられた一対の支持体
３、及び、糸本体１の周囲に巻き付けられた保持
糸４を備えている。糸本体１には、電子部品２と
電気的に接続する導電性パターン５が電子部品２
の両側に形成されている。電子部品２は、導電性
パターン５の間に接着固定されており、支持体３
は導電性パターン５に螺旋状に巻き付けられて接
着固定されている。そして、保持糸４は、電子部
品２の少なくとも一部を覆うようにダブルカバー
リング加工等により巻き付けられている。【選択
図】図１

2013-066471
6216944

導電性織物およびそ
の製造方法並びにそ
れを用いた燃料電池
用セパレータ

福井県 D03D 1/00
H01M 8/02
H01M 8/10
D03D 15/00
D03D 15/02
B32B 27/12
D02G 3/06

【課題】厚み方向に優れた導電性を有する導電性
織物及びその製造方法、並びに導電性織物を用い
た導電性と成形性に優れた燃料電池用セパレータ
を提供する。
【解決手段】熱可塑性樹脂材料からなる基体２の
両面に、所定方向に引き揃えた複数の繊維３を層
状に付着させて形成されるとともに、両面の露出
している当該繊維の表面に導電性被膜４を形成し
ている導電性テープ材を少なくとも一部に用い
て、互いの導電性被膜が接触するように製織され
ていることを特徴とする。【選択図】図１

2013-127969
2013/06/18

エネルギー変換用繊維
材料及びそれを用いた
アクチュエータ

国立大学法人
福井大学

  D01F   6/94,
  H02N  10/00,
  F03G   7/06

【課題】本発明は、小型化に適したエネルギー変換用
繊維材料及びそれを用いたアクチュエータを提供する
ことを目的とする。【解決手段】溶媒に熱膨張係数１００
×１０-6以上の高分子材料及び導電性材料を溶解さ
せて高分子溶液を調製し、高分子溶液をシリンジ１に
充填してノズル３から連続噴射させる。噴射された高分
子溶液は、電圧印加装置５により帯電されて静電引力
によりコレクタ４に吸引されることで、繊維径が１０ｎｍ
～１０μｍで繊維長が繊維径の１０倍以上であって、熱
膨張による繊維長方向の伸縮率が０．０５％～１．５％
であるエネルギー変換用繊維材料を得ることができ
る。【選択図】図１

2013-164723
2013/08/08

導電性ナノファイバー
の製造方法

国立大学法人
福井大学

  H01B  13/00,
  D06M  11/83,
  D01D   5/04,
  D01F   6/12,
  D01F   6/32,
//D06M 101/18

【課題】高分子樹脂のナノファイバーを基材として柔軟
性があり、導電性に優れるうえコストも安く、かつ、十分
で均一な導電性を有し導電層の剥離もしにくい導電性
ナノファイバーの製造方法を提供する。【解決手段】イ
オン伝導性ポリマーをナノファイバー化し、ナノファイ
バー化した前記イオン伝導性ポリマーの繊維を金属溶
液に浸して金属イオンを前記繊維に浸潤させた後、カ
チオン置換又はアニオン置換による無電解メッキによ
り繊維内部の金属を析出させて導電層を繊維表面に
形成するようにした。前記イオン伝導性ポリマーは
パーフルオロカーボンスルホン酸ポリマーであるとよ
く、エレクトロスピニング法によって前記イオン伝導性
ポリマーをナノファイバー化するようにしてもよい。【選
択図】図１



繊維

出願情報 発明(考案)の名称 出願人 ＩＰＣ 要約

2015-104696
2015/05/22

ハイドロゲル繊維の製
造方法

国立大学法人
福井大学

  D01F   4/00 ,
  D01D   5/04,
  D01D   5/34,
  D01F   9/04,
  D06M  11/00,
  C08B  37/04 ,
//A61L  27/00

【課題】コラーゲン等のハイドロゲル前駆体の高次構造
を変性させることなく、安全性の高いハイドロゲル繊維
を製造することが可能なハイドロゲル繊維の製造方法
を提供する。【解決手段】静電紡糸法による紡糸が可
能な水溶性ポリマーを溶媒に溶解させた溶液を鞘材
溶液とし、ハイドロゲル前駆体をフッ素系有機溶剤非
含有の溶媒に溶解させた溶液を芯材溶液として、前記
水溶性ポリマーが繊維化された鞘材繊維からなる鞘
部と、前記芯材溶液からなる芯部と、を有する芯鞘構
造の芯鞘繊維を静電紡糸法により生成する芯鞘繊維
生成工程(P2)と、生成した芯鞘繊維の鞘材繊維を除去
し、前記芯材溶液をゲル化させてハイドロゲルの繊維
を製造する芯材ゲル化工程(P3)と、を含む。【選択図】
図４

2015-126500
2015/6/24

擬似等方補強シート
材及びその製造方法

福井県 B32B 5/08
B29B 11/16
B29C 43/20

【課題】従来の成形方法で用いられるチョップド
プリプレグシート材は、通常炭素繊維束等の強化
繊維束中に熱可塑性樹脂が含浸状態となったプリ
プレグシート材を所要の幅及び長さに切断して作
成される。熱可塑性樹脂は、溶融状態における粘
度が高いため、予め熱可塑性樹脂を含浸状態に設
定したプリプレグシート材が用いられている。こ
うしたプリプレグシート材を用いることで、最終
的に成形される成形品をボイド（空隙）のない良
好な品質で安定して製造することができる。

2015-153796
2015/8/4

繊維強化樹脂シート
材の製造方法

福井県 B29B 　11/16
C08J　 5/04
B29K　101/12

【課題】これらの製造方法では、離型処理され
た、もしくは離型効果のある素材で製作された対
の搬送用ベルトまたは搬送用シートを用いて、繊
維シート材と熱可塑性樹脂フィルムなどから成る
樹脂シート材を搬送用ベルトまたは搬送用シート
の間に挟み込んだ状態で加熱加圧ロールおよび冷
却ロールに順次搬送させ、溶融した熱可塑性樹脂
が強化繊維束中に含浸して固化した繊維強化樹脂
シート材を製造することを目的にしている。そし
て、冷却ロール間を過ぎた後に繊維強化樹脂シー
ト材を搬送用ベルトまたは搬送用シートから剥離
することで、溶融した樹脂が加熱加圧ロールや冷
却ロールなどに付着するトラブルや、付着した樹
脂とともに強化繊維が付着して加熱加圧ロールや
冷却ロールなどに巻き付くトラブルなどを回避し
ている。

2016-011291
2016/01/25

熱収縮低減化ポリビニ
ルアルコール系繊維

国立大学法人
福井大学

  D06M  11/20 ,
  D06M  11/77,
//D06M 101/24

【課題】高温時熱収縮が低減化されたポリビニルアル
コール（PVA）系繊維及びその製造方法を提供する。
【解決手段】PVA系繊維に遷移金属化合物を含む溶液
で処理することで、PVA系繊維に緻密な構造を有する
スキン層が形成され、熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。遷移金属化合物を含む溶
液で処理した後、さらにケイ素を含む溶液で処理する
ことで、より効果的に熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。本発明の方法によれば、
ハロゲンビニルポリマーを使用することなく、安価で環
境にやさしい方法で熱収縮が低減化されたPVA系繊
維を製造することができる。【選択図】図１




